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加茂市長　藤田　明美

年頭のごあいさつ

謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　振り返れば、昨年も多くの市民の方々が市政に参画してくださいました。また、年末年始関係な
く、市民のために働いてくださった方が多くいらっしゃいます。多くの方々の支えがあって市政運営
ができることを実感した年でもあり、皆さまに心から御礼申し上げます。
　昨年は、新型コロナウイルス感染症対策、東京オリンピック・パラリンピックの開催、GIGAスクー
ル構想のスタートなど、社会の価値観が大きく変化した年となりました。今年はその流れが加速して
いくことと思います。
　加茂市といたしましては、ワクチン接種をはじめとした新型コロナウイルス感染症対策を重点的に
行い、市民の皆さまが加茂市で安全に安心して暮らせることを第一に考え行動いたします。

　また、昨年10月に総合計画が策定されたことで、本格的に新しい加茂
市を作り上げていく体制ができました。加茂市は「笑顔あふれるまち
加茂」を実現するために、健康と教育・文化に力を入れ、小さな自治体で
もキラリと光る特色のあるまちを市民の皆さまと一緒に作ってまいりま
す。
　そのためにも、感染症の状況が落ち着いている時に『まちへ出よう』を合い言葉にして職員の中で
グループを作り、目的を持って各地域へ出ていく予定です。市職員が地域をより詳しく知るきっかけ
にしたいと考えています。皆さまの地区で職員を見かけた際は、お声がけいただけると幸いです。
　地域で考えていることと市が考えていること、お互いに理解し合うという意思を持つことで加茂市
はもっと良くなれるはずです。各地区において職員がお世話になることもあるかと思いますが、どう
か皆さまのご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。

　今年も、健康ポイント事業のさらなる充実、ウォーカブルなまちづくりやDX（デジタルトランス
フォーメーション）の推進、移住定住政策等、変わっていきたいこと、変わらなければいけないこと
が多くあります。時代に合わせて変化するということは、持続可能なまちを作っていくということで
もあります。決して変化に追いつけない人を排除するのではありません。誰にとっても優しいまち、
すなわち、笑顔あふれるまちになるための変化です。

　私は、マスクの着用やアルコールでの手指消毒の毎日にすっかり慣れてしまいましたが、皆さまは
いかがでしょうか。しかし、感染しないように日々気を遣うことは少しずつでも心の負担になってい
きます。それでも、前向きな気持ちで今できることを精一杯取り組んでいる人、大変な状況でも踏ん
張って努力している人、そのような市民の皆さまにお会いして私自身も勇気づけられています。心よ
り感謝申し上げます。
　結びに、本年が皆さまにとって素晴らしい年になりますよう心からお祈り申し上げ、年頭のあいさ
つといたします。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

加茂市総合計画と概要版（左）
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令
和
３
年
　
秋
の
叙
勲

　加茂市内では、地域の美化を目的に活動している団体、  集団での体験を通し
て青少年育成をしている団体、子育て世代の情報交換の場を提供するサークル
など、多種多様な団体が活動しています。  「ボランティア」の定義は様々です
が、 主に「自主性（主体性）」「社会性」「無償性」「先駆性」をもった団体と
言われています （なお、　これら全てが必須という訳ではありません）。

　毎年１月 17日は「防災とボランティアの日」です。　広報かも１月号では、２
つのボランティア団体について、活動の内容などをご紹介します。
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ボランティアを
　　　  もっと身近に
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「
小
鳥
さ
え
ず
る
小
川
と
私
」

　
団
体
の
代
表
の
金
子
ル
イ
さ
ん
は
５

年
ほ
ど
前
に
加
茂
病
院
の
玄
関
前
の
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を
自
身

も
感
じ
、
立
ち
上
げ
か
ら
参
加
。
そ
れ

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
加

茂
の
ま
ち
の
こ
と
に
目
が
行
く
よ
う
に

な
っ
た
金
子
さ
ん
は
、
加
茂
川
右
岸
の

ホ
タ
ル
川
周
辺
の
荒
れ
方
が
気
に
な

り
、
当
時
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
管
理

し
て
い
た
団
体
の
人
に
「
ホ
タ
ル
の
生

育
ま
で
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、（
小
川
の
管
理
を
）
お
手
伝
い
し

ま
し
ょ
う
か
」
と
話
を
持
ち
か
け
た
と

こ
ろ
、
そ
の
団
体
が
人
手
不
足
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
代
わ
り
に
市
か
ら
委
託

を
受
け
て
活
動
す
る
こ
と
に
。

　
若
宮
中
Ｏ
Ｂ
の
同
年
生
の
力
も
借
り

て
、
今
年
度
は
最
初
の
大
変
な
、
枯
れ

枝
、
枯
れ
草
の
始
末
を
全
員
で
一
緒
に

行
い
、
そ
の
後
は
各
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
が
目
に
つ
い
た
所
を
自
主
的
に
作
業

に
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。「
自
発
的

に
、
主
体
性
を
も
っ
て
や
る
。『
私
』

か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。」（
ル
イ
さ
ん
）

たい積した土砂などの除去は大変だったが、成
果が見えると次への意欲に繋がったそうです。

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　地域の美化活動
主な活動日　晴れた日の午後～日暮れまで
　　　　　　　　　　　　　（日を決めたり強制はしない）

活動場所　　加茂川右岸八幡橋下流（ホタル川周辺）
問い合わせ　金子ルイさん（代表）
メール　　　rui.rk.19500901@icloud.com
YouTube　 https://youtu.be/iMOMx7yWr64

特集
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去
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紙
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れ
た
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広
報
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介

出
来
て
い
な
か
っ
た
人
を
、
こ
の
場
を
借

り
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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。
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。
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潟
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。
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す
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叙
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N E W S  T O P I C S
南小5年生紙漉き体験授業(12/16)
　加茂南小学校の５年生が、加茂紙漉場の鶴巻由
加里さんを講師に紙漉き体験をしました。
　担任の先生が電子黒板を使って、事前に授業で
学習していた手順を児童へ再度説明した後、児童
がグループになって協力して紙漉き体験をしまし
た。
　事前授業で学んだ以上に実際の作業は難しかっ
たようで、漉いた和紙を切らずに無事に簀から剥
がした子には、回りから拍手が起こっていました。
　この日は、ほぼ B5サイズの手漉き和紙を、一人
一枚ずつ作りました。

公民館下条分館で「門松づくり」（12/19）
　加茂市公民館下条分館で、「門松づくり」「ミニ
門松づくり」事業を行いました。
　事業のことを聞いた人から、申し出により資
材や機材をご協力いただき、参加の皆さんが立
派な門松を作ることが出来ました。ミニ門松は
高さが約５０cmほど、門松は１ｍ位のものが出
来上がりました。出来た門松は公民館と公民館
下条分館の入り口に飾られました。
　下条分館の荒井誠治分館長は「事業を見に来
た人から次回の講師の申し出もありました。『つ
どう、まなぶ、つなぐ』という公民館のスローガ
ンどおり、集って学ぶと、次につながって、面白
いです。」と話していました。

特
集
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
も
っ
と
身
近
に ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　お弁当の配達
主な活動日　毎月 25日の午後 2時 30分から
　　　　　（7･8 月休み、土日祝の場合は前日）
活動場所（範囲）　加茂市内
問い合わせ　社会福祉協議会　志田恵美さん
　　　　　　　　　　　　　　（☎52-6667）

　「
は
こ
び
の
会
」
は
加
茂
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
80
歳

以
上
の
み
世
帯
の
方
、
及
び
一
人
暮
ら

し
の
重
度
心
身
障
が
い
者
で
希
望
さ
れ

る
方
に
夕
食
の
『
ふ
れ
あ
い
弁
当
』
を

担
当
民
生
員
さ
ん
へ
お
届
け
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
自
動
車
免

許
を
お
持
ち
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か
。

お
弁
当
を
届
け
ま
す

   

「
は
こ
び
の
会
」

　
市
内
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

連
絡
役
に
も
な
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
。
普
段
は
、
地
域
で
ち
ょ
っ
と
し

た
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
や
、
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
民
間
の
立
場
で
住

民
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会

福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
達
と
協
力
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
雪
か
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
何
か
資

格
や
技
術
が
必
要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
興
味
や
関
心
で
、
ま
た

自
分
の
時
間
や
生
活
に
あ
わ
せ
て
参
加

で
き
る
活
動
で
す
。

　
ま
ず
は
、
身
の
回

り
で
気
づ
い
た
「
ち

ょ
っ
と
し
た
」
こ
と

か
ら
、
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　次号から、市内のボランティア団体を順次、紙面で
ご紹介する予定です。

ご興味のある方は、各団体または加茂市社会
福祉協議会事務局（☎52-6667　 fukushi
-jimu@city.kamo.niigata.jp）へお問い合せください。
また、紹介してほしい団体がありましたら自薦他薦
は問いませんので、総務課広報広聴係 (☎内線 327
　　koho@city.kamo.niigata.jp) へご連絡くださ
い。

身
の
回
り
の
「
ち
ょ
っ
と
し

た
」
こ
と
か
ら

地域の「ちょっとした」お困り事は…社会福祉協議会に相談してみてください

し ゃ か い ふ く し き ょ う ぎ か い

【有料広告】

す は

講師の鶴巻さん 電子黒板を使って手順を確認

材料（楮）の入った容器から簀桁を上げるところ。ここまでは
順調にいくのだが、、、。

こうぞ すけた

こちらはミニ門松

資材のご提供ありがとうござ
いました

公民館の玄関前（門松）

下条分館の玄関前（門松）

か も が み す き ば
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令
和
３
年
　
秋
の
叙
勲

　加茂市内では、地域の美化を目的に活動している団体、  集団での体験を通し
て青少年育成をしている団体、子育て世代の情報交換の場を提供するサークル
など、多種多様な団体が活動しています。  「ボランティア」の定義は様々です
が、 主に「自主性（主体性）」「社会性」「無償性」「先駆性」をもった団体と
言われています （なお、　これら全てが必須という訳ではありません）。

　毎年１月 17日は「防災とボランティアの日」です。　広報かも１月号では、２
つのボランティア団体について、活動の内容などをご紹介します。

ボランティアを
　　　  もっと身近に
ボランティアを
　　　  もっと身近に

み　じ　かみ　じ　か

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
小
鳥
さ
え
ず
る
小
川
と
私
」

　
団
体
の
代
表
の
金
子
ル
イ
さ
ん
は
５

年
ほ
ど
前
に
加
茂
病
院
の
玄
関
前
の
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を
自
身

も
感
じ
、
立
ち
上
げ
か
ら
参
加
。
そ
れ

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
加

茂
の
ま
ち
の
こ
と
に
目
が
行
く
よ
う
に

な
っ
た
金
子
さ
ん
は
、
加
茂
川
右
岸
の

ホ
タ
ル
川
周
辺
の
荒
れ
方
が
気
に
な

り
、
当
時
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
管
理

し
て
い
た
団
体
の
人
に
「
ホ
タ
ル
の
生

育
ま
で
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、（
小
川
の
管
理
を
）
お
手
伝
い
し

ま
し
ょ
う
か
」
と
話
を
持
ち
か
け
た
と

こ
ろ
、
そ
の
団
体
が
人
手
不
足
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
代
わ
り
に
市
か
ら
委
託

を
受
け
て
活
動
す
る
こ
と
に
。

　
若
宮
中
Ｏ
Ｂ
の
同
年
生
の
力
も
借
り

て
、
今
年
度
は
最
初
の
大
変
な
、
枯
れ

枝
、
枯
れ
草
の
始
末
を
全
員
で
一
緒
に

行
い
、
そ
の
後
は
各
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
が
目
に
つ
い
た
所
を
自
主
的
に
作
業

に
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。「
自
発
的

に
、
主
体
性
を
も
っ
て
や
る
。『
私
』

か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。」（
ル
イ
さ
ん
）

たい積した土砂などの除去は大変だったが、成
果が見えると次への意欲に繋がったそうです。

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　地域の美化活動
主な活動日　晴れた日の午後～日暮れまで
　　　　　　　　　　　　　（日を決めたり強制はしない）

活動場所　　加茂川右岸八幡橋下流（ホタル川周辺）
問い合わせ　金子ルイさん（代表）
メール　　　rui.rk.19500901@icloud.com
YouTube　 https://youtu.be/iMOMx7yWr64

特集

受 章 お め で と う ご ざ い ま す
　
過
去
の
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
当
時
受

章
さ
れ
た
人
で
、
広
報
か
も
に
て
ご
紹
介

出
来
て
い
な
か
っ
た
人
を
、
こ
の
場
を
借

り
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※

ご
本
人
様
の
希
望
に
よ
り
、
掲
載
し
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

平
成
30
年
・
秋
の
叙
勲

旭
日
単
光
章

髙
井

　彰
さ
ん

希
望
ヶ
丘
区
区
長

令
和
２
年
・
秋
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

茂
岡

　明
興
司
さ
ん

元
加
茂
市
議
会
議
員

令
和
元
年
・
秋
の
叙
勲

旭
日
単
光
章

中
山

　勇
さ
ん

加
茂
市
新
栄
町
区
区
長

令
和
元
年
・
春
の
叙
勲

藍
綬
褒
章

涌
井

　陽
子
さ
ん

調
停
委
員

（
地
方
自
治
功
労
）

（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
双
光
章

五
十
嵐

　隆
夫
さ
ん

元
加
茂
市
医
師
会
長 （

保
健
衛
生
功
労
）

瑞
宝
双
光
章

大
森

　蓉
子
さ
ん

（
福
）日
章
会
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
本
量

寺
こ
ど
も
園
園
長 （

教
育
・
保
育
功
労
）

（
地
方
自
治
功
労
）

（
調
停
委
員
功
績
）

（
消
防
功
労
）

令和3年  秋の叙勲
受章おめでとうございます

瑞
峰
単
光
章

　
谷
地
田
さ
ん
が
消
防
団
に

入
団
し
た
の
は
昭
和
55
年
、

谷
地
田
さ
ん
が
24
歳
の
時
で

し
た
。
そ
の
当
時
、
消
防
団

第
七
分
団
第
二
部
（
北
潟
）

で
地
元
の
市
議
会
議
員
が
退

団
す
る
の
と
入
れ
替
わ
り
に

入
団
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
谷
地
田
さ
ん
が
入
団
し
て

思
っ
た
の
は
、「
北
潟
は
第

一
出
動（
初
動
）が
少
な
い
。

経
験
が
あ
ま
り
な
い
の
な

ら
、
い
ざ
火
事
に
な
っ
た
時

に
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
、
普

段
の
訓
練
が
大
事
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
操
法
大
会
（
ポ
ン
プ
の

操
作
や
ホ
ー
ス
の
扱
い
な
ど
の
、
消
火

活
動
の
技
術
を
競
う
大
会
）
を
目
標
に

訓
練
を
す
る
も
の
の
、
実
際
の
火
事
の

現
場
で
も
大
会
と
同
じ
よ
う
に
動
く
こ

と
で
消
火
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た

そ
う
で
す
。

　
平
成
10
年
12
月
か
ら
消
防
団
本
部
に

入
っ
て
か
ら
は
、
火
災
現
場
に
は
ほ
ぼ

毎
回
出
動
し
、
ご
自
身
は
消
火
活
動
を

し
な
が
ら
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
若
手

に
現
場
で
指
導
や
指
示
を
出
し
た
り
、

第
七
分
団
の
班
が
県
消
防
大
会
に
加
茂

市
代
表
で
出
場
す
る
際
は
地
元
の
地
区

を
奔
走
し
て
練
習
の
た
め
の
カ
ン
パ
を

募
っ
た
り
関
係
す
る
区
長
さ
ん
を
大
会

に
連
れ
て
い
く
な
ど
、
後
進
育
成
や
、

と
り
わ
け
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
を

大
事
に
活
動
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
平
成

16
年
12
月
に
は
教
育
主
幹
、
19
年
12
月

か
ら
は
副
団
長
と
な
り
、
28
年
に
退
団

す
る
ま
で
36
年
間
、
消
防
団
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
に
つ
い
て
谷
地
田
さ
ん
は
「
後

輩
が
付
い
て
来
て
く
れ
た
か
ら
も
ら
え

た
、
み
ん
な
で
も
ら
っ
た
章
だ
と
思
い

ま
す
。」
と
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ

た
団
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

元
加
茂
市
消
防
団
副
団
長

谷
地
田

　敏
博
さ
ん
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
南小5年生紙漉き体験授業(12/16)
　加茂南小学校の５年生が、加茂紙漉場の鶴巻由
加里さんを講師に紙漉き体験をしました。
　担任の先生が電子黒板を使って、事前に授業で
学習していた手順を児童へ再度説明した後、児童
がグループになって協力して紙漉き体験をしまし
た。
　事前授業で学んだ以上に実際の作業は難しかっ
たようで、漉いた和紙を切らずに無事に簀から剥
がした子には、回りから拍手が起こっていました。
　この日は、ほぼ B5サイズの手漉き和紙を、一人
一枚ずつ作りました。

公民館下条分館で「門松づくり」（12/19）
　加茂市公民館下条分館で、「門松づくり」「ミニ
門松づくり」事業を行いました。
　事業のことを聞いた人から、申し出により資
材や機材をご協力いただき、参加の皆さんが立
派な門松を作ることが出来ました。ミニ門松は
高さが約５０cmほど、門松は１ｍ位のものが出
来上がりました。出来た門松は公民館と公民館
下条分館の入り口に飾られました。
　下条分館の荒井誠治分館長は「事業を見に来
た人から次回の講師の申し出もありました。『つ
どう、まなぶ、つなぐ』という公民館のスローガ
ンどおり、集って学ぶと、次につながって、面白
いです。」と話していました。

特
集
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
も
っ
と
身
近
に ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　お弁当の配達
主な活動日　毎月 25日の午後 2時 30分から
　　　　　（7･8 月休み、土日祝の場合は前日）
活動場所（範囲）　加茂市内
問い合わせ　社会福祉協議会　志田恵美さん
　　　　　　　　　　　　　　（☎52-6667）

　「
は
こ
び
の
会
」
は
加
茂
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
80
歳

以
上
の
み
世
帯
の
方
、
及
び
一
人
暮
ら

し
の
重
度
心
身
障
が
い
者
で
希
望
さ
れ

る
方
に
夕
食
の
『
ふ
れ
あ
い
弁
当
』
を

担
当
民
生
員
さ
ん
へ
お
届
け
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
自
動
車
免

許
を
お
持
ち
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か
。

お
弁
当
を
届
け
ま
す

   
「
は
こ
び
の
会
」

　
市
内
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

連
絡
役
に
も
な
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
。
普
段
は
、
地
域
で
ち
ょ
っ
と
し

た
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
や
、
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
民
間
の
立
場
で
住

民
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会

福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
達
と
協
力
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
雪
か
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
何
か
資

格
や
技
術
が
必
要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
興
味
や
関
心
で
、
ま
た

自
分
の
時
間
や
生
活
に
あ
わ
せ
て
参
加

で
き
る
活
動
で
す
。

　
ま
ず
は
、
身
の
回

り
で
気
づ
い
た
「
ち

ょ
っ
と
し
た
」
こ
と

か
ら
、
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　次号から、市内のボランティア団体を順次、紙面で
ご紹介する予定です。

ご興味のある方は、各団体または加茂市社会
福祉協議会事務局（☎52-6667　 fukushi
-jimu@city.kamo.niigata.jp）へお問い合せください。
また、紹介してほしい団体がありましたら自薦他薦
は問いませんので、総務課広報広聴係 (☎内線 327
　　koho@city.kamo.niigata.jp) へご連絡くださ
い。

身
の
回
り
の
「
ち
ょ
っ
と
し

た
」
こ
と
か
ら

地域の「ちょっとした」お困り事は…社会福祉協議会に相談してみてください

し ゃ か い ふ く し き ょ う ぎ か い

【有料広告】

す は

講師の鶴巻さん 電子黒板を使って手順を確認

材料（楮）の入った容器から簀桁を上げるところ。ここまでは
順調にいくのだが、、、。

こうぞ すけた

こちらはミニ門松

資材のご提供ありがとうござ
いました

公民館の玄関前（門松）

下条分館の玄関前（門松）

か も が み す き ば
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　加茂市内では、地域の美化を目的に活動している団体、  集団での体験を通し
て青少年育成をしている団体、子育て世代の情報交換の場を提供するサークル
など、多種多様な団体が活動しています。  「ボランティア」の定義は様々です
が、 主に「自主性（主体性）」「社会性」「無償性」「先駆性」をもった団体と
言われています （なお、　これら全てが必須という訳ではありません）。

　毎年１月 17日は「防災とボランティアの日」です。　広報かも１月号では、２
つのボランティア団体について、活動の内容などをご紹介します。
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　　　  もっと身近に
ボランティアを
　　　  もっと身近に
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鳥
さ
え
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と
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体
の
代
表
の
金
子
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年
ほ
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前
に
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の
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関
前
の
見

守
り
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ラ
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テ
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の
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身
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、
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上
げ
か
ら
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。
そ
れ

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
自
分
が
暮
ら
し
て
い
る
加

茂
の
ま
ち
の
こ
と
に
目
が
行
く
よ
う
に

な
っ
た
金
子
さ
ん
は
、
加
茂
川
右
岸
の

ホ
タ
ル
川
周
辺
の
荒
れ
方
が
気
に
な

り
、
当
時
市
か
ら
委
託
を
受
け
て
管
理

し
て
い
た
団
体
の
人
に
「
ホ
タ
ル
の
生

育
ま
で
は
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、（
小
川
の
管
理
を
）
お
手
伝
い
し

ま
し
ょ
う
か
」
と
話
を
持
ち
か
け
た
と

こ
ろ
、
そ
の
団
体
が
人
手
不
足
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
代
わ
り
に
市
か
ら
委
託

を
受
け
て
活
動
す
る
こ
と
に
。

　
若
宮
中
Ｏ
Ｂ
の
同
年
生
の
力
も
借
り

て
、
今
年
度
は
最
初
の
大
変
な
、
枯
れ

枝
、
枯
れ
草
の
始
末
を
全
員
で
一
緒
に

行
い
、
そ
の
後
は
各
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ

れ
が
目
に
つ
い
た
所
を
自
主
的
に
作
業

に
取
り
組
ん
だ
そ
う
で
す
。「
自
発
的

に
、
主
体
性
を
も
っ
て
や
る
。『
私
』

か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
と
思
い
ま
す
。」（
ル
イ
さ
ん
）

たい積した土砂などの除去は大変だったが、成
果が見えると次への意欲に繋がったそうです。

ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　地域の美化活動
主な活動日　晴れた日の午後～日暮れまで
　　　　　　　　　　　　　（日を決めたり強制はしない）

活動場所　　加茂川右岸八幡橋下流（ホタル川周辺）
問い合わせ　金子ルイさん（代表）
メール　　　rui.rk.19500901@icloud.com
YouTube　 https://youtu.be/iMOMx7yWr64

特集

受 章 お め で と う ご ざ い ま す
　
過
去
の
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
当
時
受

章
さ
れ
た
人
で
、
広
報
か
も
に
て
ご
紹
介

出
来
て
い
な
か
っ
た
人
を
、
こ
の
場
を
借

り
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

※

ご
本
人
様
の
希
望
に
よ
り
、
掲
載
し
て
い
な
い
人
も
い
ま
す
。

平
成
30
年
・
秋
の
叙
勲

旭
日
単
光
章

髙
井

　彰
さ
ん

希
望
ヶ
丘
区
区
長

令
和
２
年
・
秋
の
叙
勲

旭
日
小
綬
章

茂
岡

　明
興
司
さ
ん

元
加
茂
市
議
会
議
員

令
和
元
年
・
秋
の
叙
勲

旭
日
単
光
章

中
山

　勇
さ
ん

加
茂
市
新
栄
町
区
区
長

令
和
元
年
・
春
の
叙
勲

藍
綬
褒
章

涌
井

　陽
子
さ
ん

調
停
委
員

（
地
方
自
治
功
労
）

（
地
方
自
治
功
労
）

旭
日
双
光
章

五
十
嵐

　隆
夫
さ
ん

元
加
茂
市
医
師
会
長 （

保
健
衛
生
功
労
）

瑞
宝
双
光
章

大
森

　蓉
子
さ
ん

（
福
）日
章
会
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
本
量

寺
こ
ど
も
園
園
長 （

教
育
・
保
育
功
労
）

（
地
方
自
治
功
労
）

（
調
停
委
員
功
績
）

（
消
防
功
労
）

令和3年  秋の叙勲
受章おめでとうございます

瑞
峰
単
光
章

　
谷
地
田
さ
ん
が
消
防
団
に

入
団
し
た
の
は
昭
和
55
年
、

谷
地
田
さ
ん
が
24
歳
の
時
で

し
た
。
そ
の
当
時
、
消
防
団

第
七
分
団
第
二
部
（
北
潟
）

で
地
元
の
市
議
会
議
員
が
退

団
す
る
の
と
入
れ
替
わ
り
に

入
団
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
谷
地
田
さ
ん
が
入
団
し
て

思
っ
た
の
は
、「
北
潟
は
第

一
出
動（
初
動
）が
少
な
い
。

経
験
が
あ
ま
り
な
い
の
な

ら
、
い
ざ
火
事
に
な
っ
た
時

に
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
、
普

段
の
訓
練
が
大
事
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
操
法
大
会
（
ポ
ン
プ
の

操
作
や
ホ
ー
ス
の
扱
い
な
ど
の
、
消
火

活
動
の
技
術
を
競
う
大
会
）
を
目
標
に

訓
練
を
す
る
も
の
の
、
実
際
の
火
事
の

現
場
で
も
大
会
と
同
じ
よ
う
に
動
く
こ

と
で
消
火
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た

そ
う
で
す
。

　
平
成
10
年
12
月
か
ら
消
防
団
本
部
に

入
っ
て
か
ら
は
、
火
災
現
場
に
は
ほ
ぼ

毎
回
出
動
し
、
ご
自
身
は
消
火
活
動
を

し
な
が
ら
一
緒
に
活
動
し
て
い
る
若
手

に
現
場
で
指
導
や
指
示
を
出
し
た
り
、

第
七
分
団
の
班
が
県
消
防
大
会
に
加
茂

市
代
表
で
出
場
す
る
際
は
地
元
の
地
区

を
奔
走
し
て
練
習
の
た
め
の
カ
ン
パ
を

募
っ
た
り
関
係
す
る
区
長
さ
ん
を
大
会

に
連
れ
て
い
く
な
ど
、
後
進
育
成
や
、

と
り
わ
け
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」
を

大
事
に
活
動
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
平
成

16
年
12
月
に
は
教
育
主
幹
、
19
年
12
月

か
ら
は
副
団
長
と
な
り
、
28
年
に
退
団

す
る
ま
で
36
年
間
、
消
防
団
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　
叙
勲
に
つ
い
て
谷
地
田
さ
ん
は
「
後

輩
が
付
い
て
来
て
く
れ
た
か
ら
も
ら
え

た
、
み
ん
な
で
も
ら
っ
た
章
だ
と
思
い

ま
す
。」
と
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ

た
団
員
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

元
加
茂
市
消
防
団
副
団
長

谷
地
田

　敏
博
さ
ん
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N E W S  T O P I C S
防災パートナーシップに関する協定を締結しました（12/22）
　株式会社新潟放送（BSN）様と加茂市は、防災
に関する次の３つのことについて、協定を締結
しました。
①「災害時の情報伝達」…災害発生時に、地域に
密着した災害情報や避難情報をテレビ・ラジオで
発信
②「平時における映像等の相互利用」…防災に関
する啓発活動や学習会などでの映像資料などの
提供
③「市が開催する防災学習会への協力」…防災に
関する啓発活動や学習会などへの講師の派遣
以上により、加茂市の防災力向上に寄与する内
容となっています。

第43回　加茂市元旦マラソン（1/1）
　今年は過去最多に迫る130名が完走し、年末年
始の寒波の中、白熱したレースを繰り広げました。
結果は以下のとおりです。
【2.8kmコース　加茂山公園駐車場 -小橋踏切 -
下条簡易郵便局 -ゴール（加茂山公園駐車場）】
▶小学３・４年男子の部①嶋田翼②重川帆隆③浅
田祐暉④佐藤真太郎⑤鈴木優太⑥舩久保昴▶小学
３・４年女子の部①中村想帆②舩久保結衣③西方
彩花④田中美織⑤吉塚光咲▶小学５・６年男子の
部①中村大彪②矢部童夢③舩久保稜太④嶋田皐⑤
込山結人⑥織原大和▶小学５・６年女子の部①尾
登心海②佐藤桃子③織原ひかり④大湊萌生⑤湯澤
楓子⑥鶴巻日菜▶中学生男子の部①亀山翼②橋本
悠哉③静野仁之④嶋田葵⑤鈴木大翔⑥桶屋良謙▶
中学生女子の部①目黒晴香②多田音咲▶一般・高
校女子の部①皆川いろは②武田彩花③西方愛恵▶
一般男子の部（40歳以上）①臼井貴之②野水聡③
込山伸也
【4.9kmコース　加茂山公園駐車場 - 小橋踏切 -
小橋交差点 - 福島交差点 -下条簡易郵便局 -ゴー
ル（加茂山公園駐車場）】
▶一般男子の部①皆川武蔵②鶴巻史暉③吉田光希

【有料広告】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ス
キ
ー
大
会

第35回新春美術展・いけばな展
令和３年度県展、芸

展、市展入賞入選者の
作品と、いけばなを展
示します。
会　期 １月20日（木）
　　　 　 ～24日（月）
時　間　午前９時
　　　　　　～午後５時
※最終日は午後３時まで
会　場　小ホール、ロビー　入場料　無料

☎53－0842

　
市
民
課
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
１
月
26
日

（
水
）
は
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
で
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

❶
本
人
確
認
書
類

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
の
場

合…

運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
な
証

明
書
を
１
点

日
　
時
　
３
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

講
　
師
　
小
島
正
芳
さ
ん
（
全
国
良
寛

会
会
長
）

演
　
題
　
良
寛
と
加
茂

参
加
費
　
無
料
　
定
　
員

100
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
民
俗
資
料

館
（
☎
52

－

０
０
８
９
）

特
別
歴
史
講
演
会

・
前
記
以
外
の
場
合…

保
険

証
、
医
療
受
給
者
証
、
介
護

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
預
金

通
帳
、
学
生
証
な
ど
を
２
点

❷
通
知
カ
ー
ド

そ
の
他
　
顔
写
真
は
不
要

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市

民
係
（
☎
内
線
111
）

■
新
潟
県
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規

取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
受
付
中

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て

県
内
の
特
産
品
が
抽
選
で
当
た
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
対
象
は
11
月
１
日
〜
１
月
31
日
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
申
請
し
た

新
潟
県
民
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
作
り
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ

新
潟
県
市

町
村
課
（
☎
025

－
280

－

５
０
５
５
）

ホームページ

ホームページ ホームページ

日　時　２月６日（日）午前８時 30 分開会
式、９時 30分競技開始
※新型感染症の拡大により中止する場合が
あります。
場　所　冬鳥越スキーガーデン
競技種目　回転、大回転、滑降
※競技種目には男女、学年、年齢別にクラ
スがあります。詳しくは問い合わせくださ
い。
参加資格　市内在住・在勤・在学者、加茂
スキークラブ員
参加費　100円（保険料）　
申し込み　１月 31 日（月）午後５時までに
勤労者体育センター（☎53－2206）へ。

総体スキー大会
　　　参加者募集

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

　
　
　
特
措
法
　
無
料
相
談

■
電
話
相
談
・
個
別
相
談
会

日
　
時
　
１
月
22
日
（
土
）、
３
月
５

日
（
土
）
の
午
前
10
時
〜
正
午

会
　
場
　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事

務
所
（
新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
）

相
談
電
話

☎
025

－

223

－

１
１
３
０

■
無
料
相
談
会

日
　
時
　
１
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

会
　
場
　
三
条
市
厚
生
福
祉
会
館
（
三

条
市
旭
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
全
国
Ｂ
型

肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

（
☎
025

－

223

－

１
１
３
０
）

Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
青
年
部

　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｐ
公
開

　
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
青
年
部
が
新
た

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
農
家
さ
ん
個
々
の
想
い
や
魅
力
、
農

産
物
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、

青
年
部
の
活
動
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
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南小5年生紙漉き体験授業(12/16)
　加茂南小学校の５年生が、加茂紙漉場の鶴巻由
加里さんを講師に紙漉き体験をしました。
　担任の先生が電子黒板を使って、事前に授業で
学習していた手順を児童へ再度説明した後、児童
がグループになって協力して紙漉き体験をしまし
た。
　事前授業で学んだ以上に実際の作業は難しかっ
たようで、漉いた和紙を切らずに無事に簀から剥
がした子には、回りから拍手が起こっていました。
　この日は、ほぼ B5サイズの手漉き和紙を、一人
一枚ずつ作りました。

公民館下条分館で「門松づくり」（12/19）
　加茂市公民館下条分館で、「門松づくり」「ミニ
門松づくり」事業を行いました。
　事業のことを聞いた人から、申し出により資
材や機材をご協力いただき、参加の皆さんが立
派な門松を作ることが出来ました。ミニ門松は
高さが約５０cmほど、門松は１ｍ位のものが出
来上がりました。出来た門松は公民館と公民館
下条分館の入り口に飾られました。
　下条分館の荒井誠治分館長は「事業を見に来
た人から次回の講師の申し出もありました。『つ
どう、まなぶ、つなぐ』という公民館のスローガ
ンどおり、集って学ぶと、次につながって、面白
いです。」と話していました。

特
集
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
も
っ
と
身
近
に ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　お弁当の配達
主な活動日　毎月 25日の午後 2時 30分から
　　　　　（7･8 月休み、土日祝の場合は前日）
活動場所（範囲）　加茂市内
問い合わせ　社会福祉協議会　志田恵美さん
　　　　　　　　　　　　　　（☎52-6667）

　「
は
こ
び
の
会
」
は
加
茂
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
80
歳

以
上
の
み
世
帯
の
方
、
及
び
一
人
暮
ら

し
の
重
度
心
身
障
が
い
者
で
希
望
さ
れ

る
方
に
夕
食
の
『
ふ
れ
あ
い
弁
当
』
を

担
当
民
生
員
さ
ん
へ
お
届
け
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
自
動
車
免

許
を
お
持
ち
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か
。

お
弁
当
を
届
け
ま
す

   

「
は
こ
び
の
会
」

　
市
内
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

連
絡
役
に
も
な
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
。
普
段
は
、
地
域
で
ち
ょ
っ
と
し

た
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
や
、
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
民
間
の
立
場
で
住

民
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会

福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
達
と
協
力
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
雪
か
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
何
か
資

格
や
技
術
が
必
要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
興
味
や
関
心
で
、
ま
た

自
分
の
時
間
や
生
活
に
あ
わ
せ
て
参
加

で
き
る
活
動
で
す
。

　
ま
ず
は
、
身
の
回

り
で
気
づ
い
た
「
ち

ょ
っ
と
し
た
」
こ
と

か
ら
、
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　次号から、市内のボランティア団体を順次、紙面で
ご紹介する予定です。

ご興味のある方は、各団体または加茂市社会
福祉協議会事務局（☎52-6667　 fukushi
-jimu@city.kamo.niigata.jp）へお問い合せください。
また、紹介してほしい団体がありましたら自薦他薦
は問いませんので、総務課広報広聴係 (☎内線 327
　　koho@city.kamo.niigata.jp) へご連絡くださ
い。

身
の
回
り
の
「
ち
ょ
っ
と
し

た
」
こ
と
か
ら

地域の「ちょっとした」お困り事は…社会福祉協議会に相談してみてください

し ゃ か い ふ く し き ょ う ぎ か い

【有料広告】

す は

講師の鶴巻さん 電子黒板を使って手順を確認

材料（楮）の入った容器から簀桁を上げるところ。ここまでは
順調にいくのだが、、、。

こうぞ すけた

こちらはミニ門松

資材のご提供ありがとうござ
いました

公民館の玄関前（門松）

下条分館の玄関前（門松）

か も が み す き ば
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N E W S  T O P I C S
防災パートナーシップに関する協定を締結しました（12/22）
　株式会社新潟放送（BSN）様と加茂市は、防災
に関する次の３つのことについて、協定を締結
しました。
①「災害時の情報伝達」…災害発生時に、地域に
密着した災害情報や避難情報をテレビ・ラジオで
発信
②「平時における映像等の相互利用」…防災に関
する啓発活動や学習会などでの映像資料などの
提供
③「市が開催する防災学習会への協力」…防災に
関する啓発活動や学習会などへの講師の派遣
以上により、加茂市の防災力向上に寄与する内
容となっています。

第43回　加茂市元旦マラソン（1/1）
　今年は過去最多に迫る130名が完走し、年末年
始の寒波の中、白熱したレースを繰り広げました。
結果は以下のとおりです。
【2.8kmコース　加茂山公園駐車場 -小橋踏切 -
下条簡易郵便局 -ゴール（加茂山公園駐車場）】
▶小学３・４年男子の部①嶋田翼②重川帆隆③浅
田祐暉④佐藤真太郎⑤鈴木優太⑥舩久保昴▶小学
３・４年女子の部①中村想帆②舩久保結衣③西方
彩花④田中美織⑤吉塚光咲▶小学５・６年男子の
部①中村大彪②矢部童夢③舩久保稜太④嶋田皐⑤
込山結人⑥織原大和▶小学５・６年女子の部①尾
登心海②佐藤桃子③織原ひかり④大湊萌生⑤湯澤
楓子⑥鶴巻日菜▶中学生男子の部①亀山翼②橋本
悠哉③静野仁之④嶋田葵⑤鈴木大翔⑥桶屋良謙▶
中学生女子の部①目黒晴香②多田音咲▶一般・高
校女子の部①皆川いろは②武田彩花③西方愛恵▶
一般男子の部（40歳以上）①臼井貴之②野水聡③
込山伸也
【4.9kmコース　加茂山公園駐車場 - 小橋踏切 -
小橋交差点 - 福島交差点 -下条簡易郵便局 -ゴー
ル（加茂山公園駐車場）】
▶一般男子の部①皆川武蔵②鶴巻史暉③吉田光希

【有料広告】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ス
キ
ー
大
会

第35回新春美術展・いけばな展
令和３年度県展、芸

展、市展入賞入選者の
作品と、いけばなを展
示します。
会　期 １月20日（木）
　　　 　 ～24日（月）
時　間　午前９時
　　　　　　～午後５時
※最終日は午後３時まで
会　場　小ホール、ロビー　入場料　無料

☎53－0842

　
市
民
課
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
１
月
26
日

（
水
）
は
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
で
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

❶
本
人
確
認
書
類

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
の
場

合…

運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
な
証

明
書
を
１
点

日
　
時
　
３
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

講
　
師
　
小
島
正
芳
さ
ん
（
全
国
良
寛

会
会
長
）

演
　
題
　
良
寛
と
加
茂

参
加
費
　
無
料
　
定
　
員

100
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
民
俗
資
料

館
（
☎
52

－

０
０
８
９
）

特
別
歴
史
講
演
会

・
前
記
以
外
の
場
合…

保
険

証
、
医
療
受
給
者
証
、
介
護

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
預
金

通
帳
、
学
生
証
な
ど
を
２
点

❷
通
知
カ
ー
ド

そ
の
他
　
顔
写
真
は
不
要

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市

民
係
（
☎
内
線
111
）

■
新
潟
県
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規

取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
受
付
中

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て

県
内
の
特
産
品
が
抽
選
で
当
た
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
対
象
は
11
月
１
日
〜
１
月
31
日
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
申
請
し
た

新
潟
県
民
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
作
り
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ

新
潟
県
市

町
村
課
（
☎
025

－

280

－

５
０
５
５
）

ホームページ

ホームページ ホームページ

日　時　２月６日（日）午前８時 30 分開会
式、９時 30分競技開始
※新型感染症の拡大により中止する場合が
あります。
場　所　冬鳥越スキーガーデン
競技種目　回転、大回転、滑降
※競技種目には男女、学年、年齢別にクラ
スがあります。詳しくは問い合わせくださ
い。
参加資格　市内在住・在勤・在学者、加茂
スキークラブ員
参加費　100円（保険料）　
申し込み　１月 31 日（月）午後５時までに
勤労者体育センター（☎53－2206）へ。

総体スキー大会
　　　参加者募集

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

　
　
　
特
措
法
　
無
料
相
談

■
電
話
相
談
・
個
別
相
談
会

日
　
時
　
１
月
22
日
（
土
）、
３
月
５

日
（
土
）
の
午
前
10
時
〜
正
午

会
　
場
　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事

務
所
（
新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
）

相
談
電
話

☎
025

－

223

－

１
１
３
０

■
無
料
相
談
会

日
　
時
　
１
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

会
　
場
　
三
条
市
厚
生
福
祉
会
館
（
三

条
市
旭
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
全
国
Ｂ
型

肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

（
☎
025

－

223

－

１
１
３
０
）

Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
青
年
部

　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｐ
公
開

　
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
青
年
部
が
新
た

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
農
家
さ
ん
個
々
の
想
い
や
魅
力
、
農

産
物
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、

青
年
部
の
活
動
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
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南小5年生紙漉き体験授業(12/16)
　加茂南小学校の５年生が、加茂紙漉場の鶴巻由
加里さんを講師に紙漉き体験をしました。
　担任の先生が電子黒板を使って、事前に授業で
学習していた手順を児童へ再度説明した後、児童
がグループになって協力して紙漉き体験をしまし
た。
　事前授業で学んだ以上に実際の作業は難しかっ
たようで、漉いた和紙を切らずに無事に簀から剥
がした子には、回りから拍手が起こっていました。
　この日は、ほぼ B5サイズの手漉き和紙を、一人
一枚ずつ作りました。

公民館下条分館で「門松づくり」（12/19）
　加茂市公民館下条分館で、「門松づくり」「ミニ
門松づくり」事業を行いました。
　事業のことを聞いた人から、申し出により資
材や機材をご協力いただき、参加の皆さんが立
派な門松を作ることが出来ました。ミニ門松は
高さが約５０cmほど、門松は１ｍ位のものが出
来上がりました。出来た門松は公民館と公民館
下条分館の入り口に飾られました。
　下条分館の荒井誠治分館長は「事業を見に来
た人から次回の講師の申し出もありました。『つ
どう、まなぶ、つなぐ』という公民館のスローガ
ンどおり、集って学ぶと、次につながって、面白
いです。」と話していました。

特
集
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
も
っ
と
身
近
に ⓘ　団体 Infomation

活動の種類　お弁当の配達
主な活動日　毎月 25日の午後 2時 30分から
　　　　　（7･8 月休み、土日祝の場合は前日）
活動場所（範囲）　加茂市内
問い合わせ　社会福祉協議会　志田恵美さん
　　　　　　　　　　　　　　（☎52-6667）

　「
は
こ
び
の
会
」
は
加
茂
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
毎
月
１
回
、

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、
80
歳

以
上
の
み
世
帯
の
方
、
及
び
一
人
暮
ら

し
の
重
度
心
身
障
が
い
者
で
希
望
さ
れ

る
方
に
夕
食
の
『
ふ
れ
あ
い
弁
当
』
を

担
当
民
生
員
さ
ん
へ
お
届
け
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。
自
動
車
免

許
を
お
持
ち
で
、
ち
ょ
こ
っ
と
お
手
伝

い
い
た
だ
け
る
方
、
一
緒
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
し
ま
せ
ん
か
。

お
弁
当
を
届
け
ま
す

   
「
は
こ
び
の
会
」

　
市
内
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

連
絡
役
に
も
な
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
。
普
段
は
、
地
域
で
ち
ょ
っ
と
し

た
助
け
を
必
要
と
し
て
い
る
人
や
、
困

り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
な
ど
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
民
間
の
立
場
で
住

民
の
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会

福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
人
達
と
協
力
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
冬
は
雪
か
き
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

に
も
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
何
か
資

格
や
技
術
が
必
要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
自
分
の
興
味
や
関
心
で
、
ま
た

自
分
の
時
間
や
生
活
に
あ
わ
せ
て
参
加

で
き
る
活
動
で
す
。

　
ま
ず
は
、
身
の
回

り
で
気
づ
い
た
「
ち

ょ
っ
と
し
た
」
こ
と

か
ら
、
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　次号から、市内のボランティア団体を順次、紙面で
ご紹介する予定です。

ご興味のある方は、各団体または加茂市社会
福祉協議会事務局（☎52-6667　 fukushi
-jimu@city.kamo.niigata.jp）へお問い合せください。
また、紹介してほしい団体がありましたら自薦他薦
は問いませんので、総務課広報広聴係 (☎内線 327
　　koho@city.kamo.niigata.jp) へご連絡くださ
い。

身
の
回
り
の
「
ち
ょ
っ
と
し

た
」
こ
と
か
ら

地域の「ちょっとした」お困り事は…社会福祉協議会に相談してみてください

し ゃ か い ふ く し き ょ う ぎ か い

【有料広告】

す は

講師の鶴巻さん 電子黒板を使って手順を確認

材料（楮）の入った容器から簀桁を上げるところ。ここまでは
順調にいくのだが、、、。

こうぞ すけた

こちらはミニ門松

資材のご提供ありがとうござ
いました

公民館の玄関前（門松）

下条分館の玄関前（門松）

か も が み す き ば
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子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

消
費
生
活
情
報

　
０
歳
か
ら
高
校
生
相
当
の
年
齢
の
お

子
さ
ん
を
養
育
す
る
保
護
者
に
対
し
、

臨
時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
児
童
１
人
当
た
り
一
律
10
万

円
を
一
括
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
不
要
の
人

市
か
ら
令
和
３
年

９
月
分
の
児
童
手
当
を
受
け
た
人
へ
は

12
月
24
日
（
金
）
に
振
り
込
み
済
み
で

す
。

■
申
請
が
必
要
な
人

・
公
務
員
の
保
護
者
が
生
計
を
維
持
し

子
育
て
世
帯
へ
の

　
　
　
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給

　
な
お
、
該
当
す
る
の
に
申
請
書
が
届

か
な
い
人
は
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

支
給
日
程
　
申
請
受
付
後
、
１
月
下
旬

か
ら
順
次
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
締
切
　
２
月
28
日
（
月
）

※

た
だ
し
、
新
生
児
に
つ
い
て
は
４
月

15
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
153
）

　
県
で
は
夜
間
の
急
な
病
気
や
け
が
で

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、
医
療
機
関
を

受
診
す
べ
き
か
迷
っ
た
と
き
の
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
毎
日
、
午
後
７
時
〜
翌
朝
午

前
８
時
ま
で
で
、
料
金
無
料
で
す
（
電

話
料
金
は
利
用
者
負
担
）。

■
救
急
医
療
電
話
相
談

対
　
象
15
歳
以
上

相
談
電
話
番
号
　
＃
７
１
１
９
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）、

☎
025

－

284

－

７
１
１
９
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
固
定
電
話
、Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
内
容
　
発
熱
、
頭
痛
、
腹
痛
、
吐

き
気
な
ど
急
な
病
気
や
け
が
等

■
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

対
　
象
15
歳
未
満

相
談
電
話
番
号
　
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）、

☎
025

－

288

－

２
５
２
５
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
固
定
電
話
、Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
内
容
　
急
な
発
熱
、
け
が
等

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
医

務
薬
事
課
地
域
医
療
班
（
☎
025

－

280

－

５
１
８
３
）、
加
茂
地
域
消
防
署
救
急

係
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
令
和
４
年
度
に
市
立
小
学
校
、
中
学

校
に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
入
学
通

知
が
、
１
月
下
旬
に
保
護
者
へ
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
転
居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
入
学
予
定
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

へ
速
や
か
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
学
式
は
小
学
校
、
中
学
校

と
も
４
月
７
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

　
式
の
開
始
時
刻
な
ど
は
各
学
校
か
ら

別
に
案
内
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

て
い
る
世
帯

・
高
校
生
の
み
を
養
育
し
て
い
る
世
帯

・
新
生
児
を
養
育
す
る
人

※

申
請
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
書
様

式
を
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書
と
添

付
書
類
（
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し

等
）
を
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
出
生
届
を
提
出
す
る
人

は
、
児
童
手
当
の
手
続
き
時
に
窓
口
で

申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

除雪作業中の事故に注意

　毎年、屋根の雪下ろしや家屋周り等の除雪
中の事故が多発しています。
　昨冬は雪下ろし等除雪作業によ
る死傷者が県全体で364人でした。
　除雪の事故は「自分は大丈夫」
と油断している時に起きていま
す。除雪作業は注意して行いましょう。
安全除雪の３つの合言葉
❶１人でしない　作業は２人以上
で、声かけ合って行いましょう。
❷無理しない
　雪下ろしは重労働です。休憩し
ながら作業しましょう。
❸落雪・転落　気をつけて
　足下に注意、命綱・安全帯を着
用し、安全な動きやすい服装で作
業しましょう。
　はしごはしっかり固定しましょう。
問い合わせ　加茂地域消防本部警防課（☎
52－1770）

令和４年度
新入学児童・生徒
入学通知は下旬に

夜
間
受
診
迷
っ
た
ら

救
急
医
療
電
話
相
談

ホームページ
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
防災パートナーシップに関する協定を締結しました（12/22）
　株式会社新潟放送（BSN）様と加茂市は、防災
に関する次の３つのことについて、協定を締結
しました。
①「災害時の情報伝達」…災害発生時に、地域に
密着した災害情報や避難情報をテレビ・ラジオで
発信
②「平時における映像等の相互利用」…防災に関
する啓発活動や学習会などでの映像資料などの
提供
③「市が開催する防災学習会への協力」…防災に
関する啓発活動や学習会などへの講師の派遣
以上により、加茂市の防災力向上に寄与する内
容となっています。

第43回　加茂市元旦マラソン（1/1）
　今年は過去最多に迫る130名が完走し、年末年
始の寒波の中、白熱したレースを繰り広げました。
結果は以下のとおりです。
【2.8kmコース　加茂山公園駐車場 -小橋踏切 -
下条簡易郵便局 -ゴール（加茂山公園駐車場）】
▶小学３・４年男子の部①嶋田翼②重川帆隆③浅
田祐暉④佐藤真太郎⑤鈴木優太⑥舩久保昴▶小学
３・４年女子の部①中村想帆②舩久保結衣③西方
彩花④田中美織⑤吉塚光咲▶小学５・６年男子の
部①中村大彪②矢部童夢③舩久保稜太④嶋田皐⑤
込山結人⑥織原大和▶小学５・６年女子の部①尾
登心海②佐藤桃子③織原ひかり④大湊萌生⑤湯澤
楓子⑥鶴巻日菜▶中学生男子の部①亀山翼②橋本
悠哉③静野仁之④嶋田葵⑤鈴木大翔⑥桶屋良謙▶
中学生女子の部①目黒晴香②多田音咲▶一般・高
校女子の部①皆川いろは②武田彩花③西方愛恵▶
一般男子の部（40歳以上）①臼井貴之②野水聡③
込山伸也
【4.9kmコース　加茂山公園駐車場 - 小橋踏切 -
小橋交差点 - 福島交差点 -下条簡易郵便局 -ゴー
ル（加茂山公園駐車場）】
▶一般男子の部①皆川武蔵②鶴巻史暉③吉田光希

【有料広告】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ス
キ
ー
大
会

第35回新春美術展・いけばな展
令和３年度県展、芸

展、市展入賞入選者の
作品と、いけばなを展
示します。
会　期 １月20日（木）
　　　 　 ～24日（月）
時　間　午前９時
　　　　　　～午後５時
※最終日は午後３時まで
会　場　小ホール、ロビー　入場料　無料

☎53－0842

　
市
民
課
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
１
月
26
日

（
水
）
は
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
で
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

❶
本
人
確
認
書
類

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
の
場

合…

運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
な
証

明
書
を
１
点

日
　
時
　
３
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

講
　
師
　
小
島
正
芳
さ
ん
（
全
国
良
寛

会
会
長
）

演
　
題
　
良
寛
と
加
茂

参
加
費
　
無
料
　
定
　
員

100
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
民
俗
資
料

館
（
☎
52

－

０
０
８
９
）

特
別
歴
史
講
演
会

・
前
記
以
外
の
場
合…

保
険

証
、
医
療
受
給
者
証
、
介
護

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
預
金

通
帳
、
学
生
証
な
ど
を
２
点

❷
通
知
カ
ー
ド

そ
の
他
　
顔
写
真
は
不
要

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市

民
係
（
☎
内
線
111
）

■
新
潟
県
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規

取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
受
付
中

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て

県
内
の
特
産
品
が
抽
選
で
当
た
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
対
象
は
11
月
１
日
〜
１
月
31
日
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
申
請
し
た

新
潟
県
民
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
作
り
ま
せ
ん
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問
い
合
わ
せ

新
潟
県
市

町
村
課
（
☎
025

－
280

－

５
０
５
５
）

ホームページ

ホームページ ホームページ

日　時　２月６日（日）午前８時 30 分開会
式、９時 30分競技開始
※新型感染症の拡大により中止する場合が
あります。
場　所　冬鳥越スキーガーデン
競技種目　回転、大回転、滑降
※競技種目には男女、学年、年齢別にクラ
スがあります。詳しくは問い合わせくださ
い。
参加資格　市内在住・在勤・在学者、加茂
スキークラブ員
参加費　100円（保険料）　
申し込み　１月 31 日（月）午後５時までに
勤労者体育センター（☎53－2206）へ。

総体スキー大会
　　　参加者募集

　２月６日（日）午前８時 30 分開会

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

　
　
　
特
措
法
　
無
料
相
談

■
電
話
相
談
・
個
別
相
談
会

日
　
時
　
１
月
22
日
（
土
）、
３
月
５

日
（
土
）
の
午
前
10
時
〜
正
午

会
　
場
　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事

務
所
（
新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
）

相
談
電
話

☎
025

－

223

－

１
１
３
０

■
無
料
相
談
会

日
　
時
　
１
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

会
　
場
　
三
条
市
厚
生
福
祉
会
館
（
三

条
市
旭
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
全
国
Ｂ
型

肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

（
☎
025

－

223

－

１
１
３
０
）

Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
青
年
部

　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｐ
公
開

　
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
青
年
部
が
新
た

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
農
家
さ
ん
個
々
の
想
い
や
魅
力
、
農

産
物
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、

青
年
部
の
活
動
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
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子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

消
費
生
活
情
報

　
０
歳
か
ら
高
校
生
相
当
の
年
齢
の
お

子
さ
ん
を
養
育
す
る
保
護
者
に
対
し
、

臨
時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
児
童
１
人
当
た
り
一
律
10
万

円
を
一
括
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
不
要
の
人

市
か
ら
令
和
３
年

９
月
分
の
児
童
手
当
を
受
け
た
人
へ
は

12
月
24
日
（
金
）
に
振
り
込
み
済
み
で

す
。

■
申
請
が
必
要
な
人

・
公
務
員
の
保
護
者
が
生
計
を
維
持
し

子
育
て
世
帯
へ
の

　
　
　
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給

　
な
お
、
該
当
す
る
の
に
申
請
書
が
届

か
な
い
人
は
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

支
給
日
程
　
申
請
受
付
後
、
１
月
下
旬

か
ら
順
次
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
締
切
　
２
月
28
日
（
月
）

※

た
だ
し
、
新
生
児
に
つ
い
て
は
４
月

15
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
153
）

　
県
で
は
夜
間
の
急
な
病
気
や
け
が
で

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、
医
療
機
関
を

受
診
す
べ
き
か
迷
っ
た
と
き
の
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
毎
日
、
午
後
７
時
〜
翌
朝
午

前
８
時
ま
で
で
、
料
金
無
料
で
す
（
電

話
料
金
は
利
用
者
負
担
）。

■
救
急
医
療
電
話
相
談

対
　
象
15
歳
以
上

相
談
電
話
番
号
　
＃
７
１
１
９
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）、

☎
025

－

284

－

７
１
１
９
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
固
定
電
話
、Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
内
容
　
発
熱
、
頭
痛
、
腹
痛
、
吐

き
気
な
ど
急
な
病
気
や
け
が
等

■
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

対
　
象
15
歳
未
満

相
談
電
話
番
号
　
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）、

☎
025

－

288

－

２
５
２
５
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
固
定
電
話
、Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
内
容
　
急
な
発
熱
、
け
が
等

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
医

務
薬
事
課
地
域
医
療
班
（
☎
025

－

280

－

５
１
８
３
）、
加
茂
地
域
消
防
署
救
急

係
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
令
和
４
年
度
に
市
立
小
学
校
、
中
学

校
に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
入
学
通

知
が
、
１
月
下
旬
に
保
護
者
へ
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
転
居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
入
学
予
定
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

へ
速
や
か
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
学
式
は
小
学
校
、
中
学
校

と
も
４
月
７
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

　
式
の
開
始
時
刻
な
ど
は
各
学
校
か
ら

別
に
案
内
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

て
い
る
世
帯

・
高
校
生
の
み
を
養
育
し
て
い
る
世
帯

・
新
生
児
を
養
育
す
る
人

※

申
請
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
書
様

式
を
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書
と
添

付
書
類
（
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し

等
）
を
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
出
生
届
を
提
出
す
る
人

は
、
児
童
手
当
の
手
続
き
時
に
窓
口
で

申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

除雪作業中の事故に注意

　毎年、屋根の雪下ろしや家屋周り等の除雪
中の事故が多発しています。
　昨冬は雪下ろし等除雪作業によ
る死傷者が県全体で364人でした。
　除雪の事故は「自分は大丈夫」
と油断している時に起きていま
す。除雪作業は注意して行いましょう。
安全除雪の３つの合言葉
❶１人でしない　作業は２人以上
で、声かけ合って行いましょう。
❷無理しない
　雪下ろしは重労働です。休憩し
ながら作業しましょう。
❸落雪・転落　気をつけて
　足下に注意、命綱・安全帯を着
用し、安全な動きやすい服装で作
業しましょう。
　はしごはしっかり固定しましょう。
問い合わせ　加茂地域消防本部警防課（☎
52－1770）

令和４年度
新入学児童・生徒
入学通知は下旬に

夜
間
受
診
迷
っ
た
ら

救
急
医
療
電
話
相
談

ホームページ
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ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
防災パートナーシップに関する協定を締結しました（12/22）
　株式会社新潟放送（BSN）様と加茂市は、防災
に関する次の３つのことについて、協定を締結
しました。
①「災害時の情報伝達」…災害発生時に、地域に
密着した災害情報や避難情報をテレビ・ラジオで
発信
②「平時における映像等の相互利用」…防災に関
する啓発活動や学習会などでの映像資料などの
提供
③「市が開催する防災学習会への協力」…防災に
関する啓発活動や学習会などへの講師の派遣
以上により、加茂市の防災力向上に寄与する内
容となっています。

第43回　加茂市元旦マラソン（1/1）
　今年は過去最多に迫る130名が完走し、年末年
始の寒波の中、白熱したレースを繰り広げました。
結果は以下のとおりです。
【2.8kmコース　加茂山公園駐車場 -小橋踏切 -
下条簡易郵便局 -ゴール（加茂山公園駐車場）】
▶小学３・４年男子の部①嶋田翼②重川帆隆③浅
田祐暉④佐藤真太郎⑤鈴木優太⑥舩久保昴▶小学
３・４年女子の部①中村想帆②舩久保結衣③西方
彩花④田中美織⑤吉塚光咲▶小学５・６年男子の
部①中村大彪②矢部童夢③舩久保稜太④嶋田皐⑤
込山結人⑥織原大和▶小学５・６年女子の部①尾
登心海②佐藤桃子③織原ひかり④大湊萌生⑤湯澤
楓子⑥鶴巻日菜▶中学生男子の部①亀山翼②橋本
悠哉③静野仁之④嶋田葵⑤鈴木大翔⑥桶屋良謙▶
中学生女子の部①目黒晴香②多田音咲▶一般・高
校女子の部①皆川いろは②武田彩花③西方愛恵▶
一般男子の部（40歳以上）①臼井貴之②野水聡③
込山伸也
【4.9kmコース　加茂山公園駐車場 - 小橋踏切 -
小橋交差点 - 福島交差点 -下条簡易郵便局 -ゴー
ル（加茂山公園駐車場）】
▶一般男子の部①皆川武蔵②鶴巻史暉③吉田光希

【有料広告】

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
ス
キ
ー
大
会

第35回新春美術展・いけばな展
令和３年度県展、芸

展、市展入賞入選者の
作品と、いけばなを展
示します。
会　期 １月20日（木）
　　　 　 ～24日（月）
時　間　午前９時
　　　　　　～午後５時
※最終日は午後３時まで
会　場　小ホール、ロビー　入場料　無料

☎53－0842

　
市
民
課
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
１
月
26
日

（
水
）
は
下
条
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）
で
出

張
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

❶
本
人
確
認
書
類

・
写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
の
場

合…

運
転
免
許
証
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
公
的
な
証

明
書
を
１
点

日
　
時
　
３
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
４
時
（
受
付
は
午
後
１
時
〜
）

会
　
場
　
産
業
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

講
　
師
　
小
島
正
芳
さ
ん
（
全
国
良
寛

会
会
長
）

演
　
題
　
良
寛
と
加
茂

参
加
費
　
無
料
　
定
　
員

100
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
民
俗
資
料

館
（
☎
52

－

０
０
８
９
）

特
別
歴
史
講
演
会

・
前
記
以
外
の
場
合…

保
険

証
、
医
療
受
給
者
証
、
介
護

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
預
金

通
帳
、
学
生
証
な
ど
を
２
点

❷
通
知
カ
ー
ド

そ
の
他
　
顔
写
真
は
不
要

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
市

民
係
（
☎
内
線
111
）

■
新
潟
県
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
新
規

取
得
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
応
募
受
付
中

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
て

県
内
の
特
産
品
が
抽
選
で
当
た
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
対
象
は
11
月
１
日
〜
１
月
31
日
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
申
請
し
た

新
潟
県
民
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
作
り
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ

新
潟
県
市

町
村
課
（
☎
025

－

280

－

５
０
５
５
）

ホームページ

ホームページ ホームページ

日　時　２月６日（日）午前８時 30 分開会
式、９時 30分競技開始
※新型感染症の拡大により中止する場合が
あります。
場　所　冬鳥越スキーガーデン
競技種目　回転、大回転、滑降
※競技種目には男女、学年、年齢別にクラ
スがあります。詳しくは問い合わせくださ
い。
参加資格　市内在住・在勤・在学者、加茂
スキークラブ員
参加費　100円（保険料）　
申し込み　１月 31 日（月）午後５時までに
勤労者体育センター（☎53－2206）へ。

総体スキー大会
　　　参加者募集

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

　
　
　
特
措
法
　
無
料
相
談

■
電
話
相
談
・
個
別
相
談
会

日
　
時
　
１
月
22
日
（
土
）、
３
月
５

日
（
土
）
の
午
前
10
時
〜
正
午

会
　
場
　
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事

務
所
（
新
潟
市
中
央
区
西
堀
前
通
）

相
談
電
話

☎
025

－

223

－

１
１
３
０

■
無
料
相
談
会

日
　
時
　
１
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時

会
　
場
　
三
条
市
厚
生
福
祉
会
館
（
三

条
市
旭
町
２
）

問
い
合
わ
せ
　
全
国
Ｂ
型

肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

（
☎
025

－

223

－

１
１
３
０
）

Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
青
年
部

　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｈ
Ｐ
公
開

　
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
青
年
部
が
新
た

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
農
家
さ
ん
個
々
の
想
い
や
魅
力
、
農

産
物
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、

青
年
部
の
活
動
を
発
信
し

て
い
ま
す
。
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子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いと遊びの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：土曜日、12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

都合により、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

蒲
原
鉄
道
　加
茂
へ
の
延
長
に
出
資
し
た
人
々

加
茂
の
風
土
記

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

今
回
の
手
話
：
わ
か
り
ま
し
た

　
蒲
原
鉄
道
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九

二
三
）
に
新
潟
県
内
初
の
地
方
電
気
鉄

道
と
し
て
磐
越
西
線
五
泉
駅
｜
村
松
駅

間
で
開
通
し
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

信
越
線
加
茂
駅
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
昭

和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
加
茂
駅
｜
村

松
駅
間
廃
止
を
経
て
、平
成
十
一
年（
一

九
九
九
）
に
残
る
鉄
道
線
を
全
廃
す
る

ま
で
の
七
十
七
年
間
、
通
勤
や
通
学
の

足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
。

　
加
茂
駅
ま
で
の
延
伸
を
決
め
た
の
は

昭
和
三
年
の
株
主
総
会
で
、
工
事
費
を

八
〇
万
円
と
見
込
み
六
〇
万
円
（
一
万

二
千
株
）
の
増
資
を
議
決
し
た
。
信
越

線
加
茂
駅
へ
の
接
続
を
求
め
る
加
茂
町

と
沿
線
と
な
る
七
谷
村
の
多
く
が
増
資

に
応
じ
た
（
以
下
「
第
十
四
回
営
業
報

告
書
」
に
よ
る
）。

　
加
茂
町
で
は
、
五
十
三
人
が
合
わ
せ

て
四
四
二
一
株（
増
資
総
額
の
三
六
％
）

を
引
き
受
け
た
が
、
大
地
主
の
市
川
辰

雄
と
石
田
友
吉
の
他
、
東
加
茂
駅
と
村

松
駅
間
の
開
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
建

設
業
の
小
柳
寅
次
の
三
人
が
各
千
株
と

最
も
多
い
。
次
い
で
（
株
）
加
茂
製
材

社
長
で
木
材
業
の
永
井
栄
松
が
二
三
〇

株
、
清
酒
萬
寿
鏡
の
酒
造
元
中
野
惣
太

郎
と
浅
見
鶴
吉
が
二
百
株
で
こ
れ
に
つ

づ
く
。
県
会
議
員
の
田
下
政
治
や
加
茂

駅
前
の
加
茂
合
同
運
送
専
務
川
口
精
吾

は
百
株
で
あ
っ
た
。

　
七
谷
村
で
は
主
に
下
土
倉
・
冬
鳥
越

の
停
車
場
や
七
谷
駅
に
近
い
下
土
倉
・

長
谷
や
黒
水
の
地
主
層
を
中
心
に
六
十

五
人
が
六
〇
八
株（
増
資
総
額
の
五
％
）

の
増
資
に
応
じ
た
。
黒
水
の
地
主
で
戦

後
監
査
役
と
な
っ
た
笠
原
正
男
の
一
〇

五
株
と
長
谷
の
地
主
で
村
会
議
員
の
泉

田
淳
一
郎
の
百
株
以
外
は
十
株
以
下
の

小
株
主
が
多
か
っ
た
。

　
昭
和
四
年
三
月
の
臨
時
株
主
総
会
で

は
、
増
資
額
の
一
三
％
を
引
き
受
け
筆

頭
株
主
と
な
っ
た
金
津
村
（
新
潟
市
秋

葉
区
）
の
石
油
王
中
野
忠
太
郎
が
村
松

町
（
五
泉
市
）
の
茂
野
誠
衛
に
替
わ
っ

て
社
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
加
茂

町
か
ら
石
田
友
吉
と
浅
見
鶴
吉
が
取
締

役
、
永
井
栄
松
も
監
査
役
に
新
任
さ

れ
、
加
茂
町
域
の
株
主
の
意
向
が
強

ま
っ
た
。

　
同
年
四
月
に
は
村
松
駅
か
ら
加
茂
駅

ま
で
の
延
長
工
事
の
起
工
式
が
村
松
の

本
社
で
挙
行
さ
れ
た
。
八
月
に
は
東
加

茂
｜
陣
ヶ
峰
間
の
加
茂
ト
ン
ネ
ル
付
近

の
工
事
中
の
土
砂
崩
れ
で
死
亡
事
故
が

発
生
す
る
な
ど
、
東
加
茂
｜
加
茂
駅
間

の
工
事
は
難
航
し
た
。
昭
和
五
年
十
月

十
日
、
待
望
の
加
茂
駅
か
ら
五
泉
駅
ま

で
の
全
線
が
よ
う
や
く
開
通
し
た
。

（
長
谷
川
　昭
一
）

イベント 日　時 場　所

乳　幼　児
あ そ び の
広　　　　場

須田憩いと
遊びの広場

身体計測
健康相談

 2月  3日（木）
 3月  3日（木）
 （受付）9：30～11：00

2月なし
3月15日（火）
10：00～11：00

2月16日（水）
3月16日（水）
（受付）9：30～10：30

体重を
　　測れる日

体重を
　　測れる日

毎週木曜日
10：00～11：00

すくすく相談

絵本のへや

2月24日（木）
3月11日（金）
10：30～10：50

育児講習会
（要予約）
先着10組
※お子さんと
一緒に

参加できます

★2月17日(木)
テーマ「子どもの交通
安全」
講師　加茂警察署　署員
★3月  4日(金)
テーマ「明日へ奏でる」
講師　笛人 本宮宏美さん
10：30～11：00

ひろば＆カフェ
（要予約）
先着10組

★2月22日（火）
★3月  8日（火）
10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹介しま
す。「子育て支援センターおたより　ぴよぴよ」は、市ホー
ムページに掲載しています。

2月・3月のイベント予定

HPで、施設の
設備やおもちゃ
の写真が見られ
ます。

　広場をはじめて利用する方や未就園のお子さん
とおうちの方などが一緒に遊んだり、おしゃべり
を楽しんだりするイベ
ントです。子育て世代
同士の交流をサポート
します。気軽に遊びに
来てね～♪

　新潟中央短期大学の
学生さんがあそびの広
場に来てくれました。
　歌や手遊びなど、楽
しい時間をすごし
ました。
　参加した親子に
あそびの広場から
クリスマスプレゼ
ントもありまし
た！

　
右
手
の
手
の
ひ
ら
で
、
胸
を
軽
く
２

回
ほ
ど
た
た
き
ま
す
。

　
　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

市では各種SNSで
情報発信をしています
▽アクセス用▽

ライン ユーチューブ

インスタグラムツイッターフェイスブック
　「加茂市防災・市
民情報配信サービ
ス」「加茂市国際交
流協会」

　「加茂市防災・市
民情報配信サービ
ス」

　「加茂市広報」
「加茂市役所企画
財政課」「加茂市
役所商工観光課」

　「加茂市公式チ
ャンネル」

「加茂市役所企画
財政課」「加茂市
広報」「加茂市役
所商工観光課」
「加茂紙漉場」

2月24日は新潟中央短期大学
の稲場健先生(臨床心理士)に
よる絵本の読み聞かせです。
終了後はお子さんの発達と心
に関する相談ができます。

【須田憩いと遊びの広場】

（12/9（木））
【乳幼児あそびの広場】

『第十四回営業報告書』から抜粋

社
会
福
祉
費
寄
附
金

▼
石
山
資
雄
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

加
茂
市
へ

▼
加
茂
箪
笥
協
同
組
合
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
桐
箪
笥
１
棹

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行
政情報アプリ「マチイ
ロ」からもご覧になれ
ます。

スマホ
で
広報誌
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子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

消
費
生
活
情
報

　
０
歳
か
ら
高
校
生
相
当
の
年
齢
の
お

子
さ
ん
を
養
育
す
る
保
護
者
に
対
し
、

臨
時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
児
童
１
人
当
た
り
一
律
10
万

円
を
一
括
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
不
要
の
人

市
か
ら
令
和
３
年

９
月
分
の
児
童
手
当
を
受
け
た
人
へ
は

12
月
24
日
（
金
）
に
振
り
込
み
済
み
で

す
。

■
申
請
が
必
要
な
人

・
公
務
員
の
保
護
者
が
生
計
を
維
持
し

子
育
て
世
帯
へ
の

　
　
　
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給

　
な
お
、
該
当
す
る
の
に
申
請
書
が
届

か
な
い
人
は
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

支
給
日
程
　
申
請
受
付
後
、
１
月
下
旬

か
ら
順
次
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
締
切
　
２
月
28
日
（
月
）

※

た
だ
し
、
新
生
児
に
つ
い
て
は
４
月

15
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
153
）

　
県
で
は
夜
間
の
急
な
病
気
や
け
が
で

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、
医
療
機
関
を

受
診
す
べ
き
か
迷
っ
た
と
き
の
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
毎
日
、
午
後
７
時
〜
翌
朝
午

前
８
時
ま
で
で
、
料
金
無
料
で
す
（
電

話
料
金
は
利
用
者
負
担
）。

■
救
急
医
療
電
話
相
談

対
　
象
15
歳
以
上

相
談
電
話
番
号
　
＃
７
１
１
９
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）、

☎
025

－

284

－

７
１
１
９
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
固
定
電
話
、Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
内
容
　
発
熱
、
頭
痛
、
腹
痛
、
吐

き
気
な
ど
急
な
病
気
や
け
が
等

■
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

対
　
象
15
歳
未
満

相
談
電
話
番
号
　
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）、

☎
025

－

288

－

２
５
２
５
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
固
定
電
話
、Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
内
容
　
急
な
発
熱
、
け
が
等

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
医

務
薬
事
課
地
域
医
療
班
（
☎
025

－

280

－

５
１
８
３
）、
加
茂
地
域
消
防
署
救
急

係
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
令
和
４
年
度
に
市
立
小
学
校
、
中
学

校
に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
入
学
通

知
が
、
１
月
下
旬
に
保
護
者
へ
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
転
居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
入
学
予
定
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

へ
速
や
か
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
学
式
は
小
学
校
、
中
学
校

と
も
４
月
７
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

　
式
の
開
始
時
刻
な
ど
は
各
学
校
か
ら

別
に
案
内
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

て
い
る
世
帯

・
高
校
生
の
み
を
養
育
し
て
い
る
世
帯

・
新
生
児
を
養
育
す
る
人

※

申
請
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
書
様

式
を
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書
と
添

付
書
類
（
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し

等
）
を
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
出
生
届
を
提
出
す
る
人

は
、
児
童
手
当
の
手
続
き
時
に
窓
口
で

申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

除雪作業中の事故に注意

　毎年、屋根の雪下ろしや家屋周り等の除雪
中の事故が多発しています。
　昨冬は雪下ろし等除雪作業によ
る死傷者が県全体で364人でした。
　除雪の事故は「自分は大丈夫」
と油断している時に起きていま
す。除雪作業は注意して行いましょう。
安全除雪の３つの合言葉
❶１人でしない　作業は２人以上
で、声かけ合って行いましょう。
❷無理しない
　雪下ろしは重労働です。休憩し
ながら作業しましょう。
❸落雪・転落　気をつけて
　足下に注意、命綱・安全帯を着
用し、安全な動きやすい服装で作
業しましょう。
　はしごはしっかり固定しましょう。
問い合わせ　加茂地域消防本部警防課（☎
52－1770）

令和４年度
新入学児童・生徒
入学通知は下旬に

夜
間
受
診
迷
っ
た
ら

救
急
医
療
電
話
相
談

ホームページ



広報かも　No.787　4．1．15　　 1211　　 広報かも　No.787　4．1．15

子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いと遊びの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：土曜日、12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

都合により、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

蒲
原
鉄
道
　加
茂
へ
の
延
長
に
出
資
し
た
人
々

加
茂
の
風
土
記

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

今
回
の
手
話
：
わ
か
り
ま
し
た

　
蒲
原
鉄
道
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九

二
三
）
に
新
潟
県
内
初
の
地
方
電
気
鉄

道
と
し
て
磐
越
西
線
五
泉
駅
｜
村
松
駅

間
で
開
通
し
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

信
越
線
加
茂
駅
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
昭

和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
加
茂
駅
｜
村

松
駅
間
廃
止
を
経
て
、平
成
十
一
年（
一

九
九
九
）
に
残
る
鉄
道
線
を
全
廃
す
る

ま
で
の
七
十
七
年
間
、
通
勤
や
通
学
の

足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
。

　
加
茂
駅
ま
で
の
延
伸
を
決
め
た
の
は

昭
和
三
年
の
株
主
総
会
で
、
工
事
費
を

八
〇
万
円
と
見
込
み
六
〇
万
円
（
一
万

二
千
株
）
の
増
資
を
議
決
し
た
。
信
越

線
加
茂
駅
へ
の
接
続
を
求
め
る
加
茂
町

と
沿
線
と
な
る
七
谷
村
の
多
く
が
増
資

に
応
じ
た
（
以
下
「
第
十
四
回
営
業
報

告
書
」
に
よ
る
）。

　
加
茂
町
で
は
、
五
十
三
人
が
合
わ
せ

て
四
四
二
一
株（
増
資
総
額
の
三
六
％
）

を
引
き
受
け
た
が
、
大
地
主
の
市
川
辰

雄
と
石
田
友
吉
の
他
、
東
加
茂
駅
と
村

松
駅
間
の
開
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
建

設
業
の
小
柳
寅
次
の
三
人
が
各
千
株
と

最
も
多
い
。
次
い
で
（
株
）
加
茂
製
材

社
長
で
木
材
業
の
永
井
栄
松
が
二
三
〇

株
、
清
酒
萬
寿
鏡
の
酒
造
元
中
野
惣
太

郎
と
浅
見
鶴
吉
が
二
百
株
で
こ
れ
に
つ

づ
く
。
県
会
議
員
の
田
下
政
治
や
加
茂

駅
前
の
加
茂
合
同
運
送
専
務
川
口
精
吾

は
百
株
で
あ
っ
た
。

　
七
谷
村
で
は
主
に
下
土
倉
・
冬
鳥
越

の
停
車
場
や
七
谷
駅
に
近
い
下
土
倉
・

長
谷
や
黒
水
の
地
主
層
を
中
心
に
六
十

五
人
が
六
〇
八
株（
増
資
総
額
の
五
％
）

の
増
資
に
応
じ
た
。
黒
水
の
地
主
で
戦

後
監
査
役
と
な
っ
た
笠
原
正
男
の
一
〇

五
株
と
長
谷
の
地
主
で
村
会
議
員
の
泉

田
淳
一
郎
の
百
株
以
外
は
十
株
以
下
の

小
株
主
が
多
か
っ
た
。

　
昭
和
四
年
三
月
の
臨
時
株
主
総
会
で

は
、
増
資
額
の
一
三
％
を
引
き
受
け
筆

頭
株
主
と
な
っ
た
金
津
村
（
新
潟
市
秋

葉
区
）
の
石
油
王
中
野
忠
太
郎
が
村
松

町
（
五
泉
市
）
の
茂
野
誠
衛
に
替
わ
っ

て
社
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
加
茂

町
か
ら
石
田
友
吉
と
浅
見
鶴
吉
が
取
締

役
、
永
井
栄
松
も
監
査
役
に
新
任
さ

れ
、
加
茂
町
域
の
株
主
の
意
向
が
強

ま
っ
た
。

　
同
年
四
月
に
は
村
松
駅
か
ら
加
茂
駅

ま
で
の
延
長
工
事
の
起
工
式
が
村
松
の

本
社
で
挙
行
さ
れ
た
。
八
月
に
は
東
加

茂
｜
陣
ヶ
峰
間
の
加
茂
ト
ン
ネ
ル
付
近

の
工
事
中
の
土
砂
崩
れ
で
死
亡
事
故
が

発
生
す
る
な
ど
、
東
加
茂
｜
加
茂
駅
間

の
工
事
は
難
航
し
た
。
昭
和
五
年
十
月

十
日
、
待
望
の
加
茂
駅
か
ら
五
泉
駅
ま

で
の
全
線
が
よ
う
や
く
開
通
し
た
。

（
長
谷
川
　昭
一
）

イベント 日　時 場　所

乳　幼　児
あ そ び の
広　　　　場

須田憩いと
遊びの広場

身体計測
健康相談

 2月  3日（木）
 3月  3日（木）
 （受付）9：30～11：00

2月なし
3月15日（火）
10：00～11：00

2月16日（水）
3月16日（水）
（受付）9：30～10：30

体重を
　　測れる日

体重を
　　測れる日

毎週木曜日
10：00～11：00

すくすく相談

絵本のへや

2月24日（木）
3月11日（金）
10：30～10：50

育児講習会
（要予約）
先着10組
※お子さんと
一緒に

参加できます

★2月17日(木)
テーマ「子どもの交通
安全」
講師　加茂警察署　署員
★3月  4日(金)
テーマ「明日へ奏でる」
講師　笛人 本宮宏美さん
10：30～11：00

ひろば＆カフェ
（要予約）
先着10組

★2月22日（火）
★3月  8日（火）
10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹介しま
す。「子育て支援センターおたより　ぴよぴよ」は、市ホー
ムページに掲載しています。

2月・3月のイベント予定

HPで、施設の
設備やおもちゃ
の写真が見られ
ます。

　広場をはじめて利用する方や未就園のお子さん
とおうちの方などが一緒に遊んだり、おしゃべり
を楽しんだりするイベ
ントです。子育て世代
同士の交流をサポート
します。気軽に遊びに
来てね～♪

　新潟中央短期大学の
学生さんがあそびの広
場に来てくれました。
　歌や手遊びなど、楽
しい時間をすごし
ました。
　参加した親子に
あそびの広場から
クリスマスプレゼ
ントもありまし
た！

　
右
手
の
手
の
ひ
ら
で
、
胸
を
軽
く
２

回
ほ
ど
た
た
き
ま
す
。

　
　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

市では各種SNSで
情報発信をしています
▽アクセス用▽

ライン ユーチューブ

インスタグラムツイッターフェイスブック
　「加茂市防災・市
民情報配信サービ
ス」「加茂市国際交
流協会」

　「加茂市防災・市
民情報配信サービ
ス」

　「加茂市広報」
「加茂市役所企画
財政課」「加茂市
役所商工観光課」

　「加茂市公式チ
ャンネル」

「加茂市役所企画
財政課」「加茂市
広報」「加茂市役
所商工観光課」
「加茂紙漉場」

2月24日は新潟中央短期大学
の稲場健先生(臨床心理士)に
よる絵本の読み聞かせです。
終了後はお子さんの発達と心
に関する相談ができます。

【須田憩いと遊びの広場】

（12/9（木））
【乳幼児あそびの広場】

『第十四回営業報告書』から抜粋

社
会
福
祉
費
寄
附
金

▼
石
山
資
雄
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

加
茂
市
へ

▼
加
茂
箪
笥
協
同
組
合
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
桐
箪
笥
１
棹

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行
政情報アプリ「マチイ
ロ」からもご覧になれ
ます。

スマホ
で
広報誌

広報かも　No.787　4．1．15　　 109　　 広報かも　No.787　4．1．15

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

消
費
生
活
情
報

　
０
歳
か
ら
高
校
生
相
当
の
年
齢
の
お

子
さ
ん
を
養
育
す
る
保
護
者
に
対
し
、

臨
時
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
児
童
１
人
当
た
り
一
律
10
万

円
を
一
括
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
不
要
の
人

市
か
ら
令
和
３
年

９
月
分
の
児
童
手
当
を
受
け
た
人
へ
は

12
月
24
日
（
金
）
に
振
り
込
み
済
み
で

す
。

■
申
請
が
必
要
な
人

・
公
務
員
の
保
護
者
が
生
計
を
維
持
し

子
育
て
世
帯
へ
の

　
　
　
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給

　
な
お
、
該
当
す
る
の
に
申
請
書
が
届

か
な
い
人
は
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

支
給
日
程
　
申
請
受
付
後
、
１
月
下
旬

か
ら
順
次
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
締
切
　
２
月
28
日
（
月
）

※

た
だ
し
、
新
生
児
に
つ
い
て
は
４
月

15
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内

線
153
）

　
県
で
は
夜
間
の
急
な
病
気
や
け
が
で

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
、
医
療
機
関
を

受
診
す
べ
き
か
迷
っ
た
と
き
の
電
話
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
毎
日
、
午
後
７
時
〜
翌
朝
午

前
８
時
ま
で
で
、
料
金
無
料
で
す
（
電

話
料
金
は
利
用
者
負
担
）。

■
救
急
医
療
電
話
相
談

対
　
象
15
歳
以
上

相
談
電
話
番
号
　
＃
７
１
１
９
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）、

☎
025

－

284

－

７
１
１
９
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
固
定
電
話
、Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
内
容
　
発
熱
、
頭
痛
、
腹
痛
、
吐

き
気
な
ど
急
な
病
気
や
け
が
等

■
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談

対
　
象
15
歳
未
満

相
談
電
話
番
号
　
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ

シ
ュ
回
線
の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
）、

☎
025

－

288

－

２
５
２
５
（
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
固
定
電
話
、Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

相
談
内
容
　
急
な
発
熱
、
け
が
等

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
福
祉
保
健
部
医

務
薬
事
課
地
域
医
療
班
（
☎
025

－

280

－

５
１
８
３
）、
加
茂
地
域
消
防
署
救
急

係
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

　
令
和
４
年
度
に
市
立
小
学
校
、
中
学

校
に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
の
入
学
通

知
が
、
１
月
下
旬
に
保
護
者
へ
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
転
居
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合

は
、
入
学
予
定
校
ま
た
は
教
育
委
員
会

へ
速
や
か
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
入
学
式
は
小
学
校
、
中
学
校

と
も
４
月
７
日
（
木
）
に
行
い
ま
す
。

　
式
の
開
始
時
刻
な
ど
は
各
学
校
か
ら

別
に
案
内
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
（
☎
内
線

451
）

て
い
る
世
帯

・
高
校
生
の
み
を
養
育
し
て
い
る
世
帯

・
新
生
児
を
養
育
す
る
人

※

申
請
が
必
要
な
人
に
は
、
申
請
書
様

式
を
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

　
同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書
と
添

付
書
類
（
振
込
口
座
の
通
帳
の
写
し

等
）
を
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
出
生
届
を
提
出
す
る
人

は
、
児
童
手
当
の
手
続
き
時
に
窓
口
で

申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

除雪作業中の事故に注意

　毎年、屋根の雪下ろしや家屋周り等の除雪
中の事故が多発しています。
　昨冬は雪下ろし等除雪作業によ
る死傷者が県全体で364人でした。
　除雪の事故は「自分は大丈夫」
と油断している時に起きていま
す。除雪作業は注意して行いましょう。
安全除雪の３つの合言葉
❶１人でしない　作業は２人以上
で、声かけ合って行いましょう。
❷無理しない
　雪下ろしは重労働です。休憩し
ながら作業しましょう。
❸落雪・転落　気をつけて
　足下に注意、命綱・安全帯を着
用し、安全な動きやすい服装で作
業しましょう。
　はしごはしっかり固定しましょう。
問い合わせ　加茂地域消防本部警防課（☎
52－1770）

令和４年度
新入学児童・生徒
入学通知は下旬に

夜
間
受
診
迷
っ
た
ら

救
急
医
療
電
話
相
談

ホームページ
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かもぴく

23
㈰
友引

24
㈪
先負

25
㈫
仏滅

26
㈬
大安

27
㈭
赤口

28
㈮
先勝

29
㈯
友引

22
㈯
先勝

30
㈰
先負

31
㈪
仏滅

2
㈬
友引

3
㈭
先負

4
㈮
仏滅

5
㈯
大安

6
㈰
赤口

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・休館（ＢＢＣ）

　休日当番医　中村医院
 　　　　 ☎５２－００９５ 9：00～17：00
・文化財防火デー放水訓練
　　　　　　　　　　　法音寺 8：45から
・市民将棋大会　中央コミセン 9：45から
・加茂新春コンサート～寿ぎの音～
　　　　　　　　産業センター　13：30から

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　田上診療所
 　　　　 ☎５７－５０１５ 9：00～17：00
・総体　ゲートボール
　　　　　　　　すぱーく加茂 8：30から
　　　　スキー
　　　　冬鳥越スキーガーデン 8：30から
・休館（民俗資料館）

・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・マイナンバーカード出張申請サポート
　　　　　　　下条コミセン　　10：00～16：00
・休館（美人の湯）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・休館（民俗資料館）

1月・2月

21
赤口

1月

㈮

　
毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　
消
防
団
と
消
防
署
で
は
、
地
域
の
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
放
水
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　
近
く
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時

45
分
〜
９
時
20
分

場
　
所
　
法
音
寺
（
下
条
）

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
警

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
　
緊
急

通
報
な
ど
に
も
影
響
（
２
月
４
日
）

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
交
換
機
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
工
事
の
た
め
、
２
月
４
日

（
金
）
午
前
１
時
〜
２
時
の
間
で
約
３

分
程
度
、
緊
急
通
報
な
ど
も
含
め
電
話

が
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

文化財防火デー
法音寺で
　　　放水訓練

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課
　☎内線165へ要予約） 公民館　13：30～16：30
・休館（ＢＢＣ）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・消費生活移動相談室　市役所　18：00～21：00
・こころの健康相談会　市役所　18：00～21：00

・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館（民俗資料館）

1
先勝

2月

㈫

月 日 休日当番医 ☎
１／23（日）中村医院 ５２－００９５
30（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４

２／６（日）田上診療所 ５７－５０１５
11（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１
13（日）監物小児科医院 ５２－０８００

ホームページ

市民憲章  第 2 条（健康・安全） 強いからだと心をきたえ　明るく笑顔で暮らします

カ
レ
ン
ダ
ー
・
文
化
財
防
火
デ
ー

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）
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子育て支援センター　お問い合わせ
乳幼児あそびの広場　神明町２丁目６番27号　☎0256-57-0341
須田憩いと遊びの広場　大字後須田661番地１　 ☎0256-53-2078

・時　間　午前９時～午後５時
（★の日は事業のため、一般利用は午後１時から）
・休館日　乳：土曜日、12／29～1／3
　　　　　須：日曜日、12／29～1／3

都合により、中止・延期になることがあります。最新の情報は市ホームページをご覧になるか、事前にお問い合わせください。

あそびの広場HP

蒲
原
鉄
道

加
茂
へ
の
延
長
に
出
資
し
た
人
々

加
茂
の
風
土
記

ひ
ろ
ば
つ
う
し
ん

今
回
の
手
話
：
わ
か
り
ま
し
た

　
蒲
原
鉄
道
は
、
大
正
十
二
年
（
一
九

二
三
）
に
新
潟
県
内
初
の
地
方
電
気
鉄

道
と
し
て
磐
越
西
線
五
泉
駅
｜
村
松
駅

間
で
開
通
し
、昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）

信
越
線
加
茂
駅
ま
で
延
長
さ
れ
た
。
昭

和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
加
茂
駅
｜
村

松
駅
間
廃
止
を
経
て
、平
成
十
一
年（
一

九
九
九
）
に
残
る
鉄
道
線
を
全
廃
す
る

ま
で
の
七
十
七
年
間
、
通
勤
や
通
学
の

足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

た
。

　
加
茂
駅
ま
で
の
延
伸
を
決
め
た
の
は

昭
和
三
年
の
株
主
総
会
で
、
工
事
費
を

八
〇
万
円
と
見
込
み
六
〇
万
円
（
一
万

二
千
株
）
の
増
資
を
議
決
し
た
。
信
越

線
加
茂
駅
へ
の
接
続
を
求
め
る
加
茂
町

と
沿
線
と
な
る
七
谷
村
の
多
く
が
増
資

に
応
じ
た
（
以
下
「
第
十
四
回
営
業
報

告
書
」
に
よ
る
）。

　
加
茂
町
で
は
、
五
十
三
人
が
合
わ
せ

て
四
四
二
一
株（
増
資
総
額
の
三
六
％
）

を
引
き
受
け
た
が
、
大
地
主
の
市
川
辰

雄
と
石
田
友
吉
の
他
、
東
加
茂
駅
と
村

松
駅
間
の
開
設
工
事
を
請
け
負
っ
た
建

設
業
の
小
柳
寅
次
の
三
人
が
各
千
株
と

最
も
多
い
。
次
い
で
（
株
）
加
茂
製
材

社
長
で
木
材
業
の
永
井
栄
松
が
二
三
〇

株
、
清
酒
萬
寿
鏡
の
酒
造
元
中
野
惣
太

郎
と
浅
見
鶴
吉
が
二
百
株
で
こ
れ
に
つ

づ
く
。
県
会
議
員
の
田
下
政
治
や
加
茂

駅
前
の
加
茂
合
同
運
送
専
務
川
口
精
吾

は
百
株
で
あ
っ
た
。

　
七
谷
村
で
は
主
に
下
土
倉
・
冬
鳥
越

の
停
車
場
や
七
谷
駅
に
近
い
下
土
倉
・

長
谷
や
黒
水
の
地
主
層
を
中
心
に
六
十

五
人
が
六
〇
八
株（
増
資
総
額
の
五
％
）

の
増
資
に
応
じ
た
。
黒
水
の
地
主
で
戦

後
監
査
役
と
な
っ
た
笠
原
正
男
の
一
〇

五
株
と
長
谷
の
地
主
で
村
会
議
員
の
泉

田
淳
一
郎
の
百
株
以
外
は
十
株
以
下
の

小
株
主
が
多
か
っ
た
。

　
昭
和
四
年
三
月
の
臨
時
株
主
総
会
で

は
、
増
資
額
の
一
三
％
を
引
き
受
け
筆

頭
株
主
と
な
っ
た
金
津
村
（
新
潟
市
秋

葉
区
）
の
石
油
王
中
野
忠
太
郎
が
村
松

町
（
五
泉
市
）
の
茂
野
誠
衛
に
替
わ
っ

て
社
長
に
就
任
す
る
と
と
も
に
、
加
茂

町
か
ら
石
田
友
吉
と
浅
見
鶴
吉
が
取
締

役
、
永
井
栄
松
も
監
査
役
に
新
任
さ

れ
、
加
茂
町
域
の
株
主
の
意
向
が
強

ま
っ
た
。

　
同
年
四
月
に
は
村
松
駅
か
ら
加
茂
駅

ま
で
の
延
長
工
事
の
起
工
式
が
村
松
の

本
社
で
挙
行
さ
れ
た
。
八
月
に
は
東
加

茂
｜
陣
ヶ
峰
間
の
加
茂
ト
ン
ネ
ル
付
近

の
工
事
中
の
土
砂
崩
れ
で
死
亡
事
故
が

発
生
す
る
な
ど
、
東
加
茂
｜
加
茂
駅
間

の
工
事
は
難
航
し
た
。
昭
和
五
年
十
月

十
日
、
待
望
の
加
茂
駅
か
ら
五
泉
駅
ま

で
の
全
線
が
よ
う
や
く
開
通
し
た
。

（
長
谷
川

昭
一
）

イベント 日　時 場　所

乳　幼　児
あ そ び の
広　　　　場

須田憩いと
遊びの広場

身体計測
健康相談

 2月  3日（木）
 3月  3日（木）
 （受付）9：30～11：00

2月なし
3月15日（火）
10：00～11：00

2月16日（水）
3月16日（水）
（受付）9：30～10：30

体重を
　　測れる日

体重を
　　測れる日

毎週木曜日
10：00～11：00

すくすく相談

絵本のへや

2月24日（木）
3月11日（金）
10：30～10：50

育児講習会
（要予約）
先着10組
※お子さんと
一緒に

参加できます

★2月17日(木)
テーマ「子どもの交通
安全」
講師　加茂警察署　署員
★3月  4日(金)
テーマ「明日へ奏でる」
講師　笛人 本宮宏美さん
10：30～11：00

ひろば＆カフェ
（要予約）
先着10組

★2月22日（火）
★3月  8日（火）
10：20～11：00

（図書館隣）

　市内に２か所ある広場のイベントなどについてご紹介しま
す。「子育て支援センターおたより　ぴよぴよ」は、市ホー
ムページに掲載しています。

2月・3月のイベント予定

HPで、施設の
設備やおもちゃ
の写真が見られ
ます。

　広場をはじめて利用する方や未就園のお子さん
とおうちの方などが一緒に遊んだり、おしゃべり
を楽しんだりするイベ
ントです。子育て世代
同士の交流をサポート
します。気軽に遊びに
来てね～♪

　新潟中央短期大学の
学生さんがあそびの広
場に来てくれました。
　歌や手遊びなど、楽
しい時間をすごし
ました。
　参加した親子に
あそびの広場から
クリスマスプレゼ
ントもありまし
た！

　
右
手
の
手
の
ひ
ら
で
、
胸
を
軽
く
２

回
ほ
ど
た
た
き
ま
す
。

　
　
協
力
：
手
話
サ
ー
ク
ル
よ
つ
ば

市では各種SNSで
情報発信をしています
▽アクセス用▽

ライン ユーチューブ

インスタグラムツイッターフェイスブック
　「加茂市防災・市
民情報配信サービ
ス」「加茂市国際交
流協会」

　「加茂市防災・市
民情報配信サービ
ス」

　「加茂市広報」
「加茂市役所企画
財政課」「加茂市
役所商工観光課」

　「加茂市公式チ
ャンネル」

「加茂市役所企画
財政課」「加茂市
広報」「加茂市役
所商工観光課」
「加茂紙漉場」

2月24日は新潟中央短期大学
の稲場健先生(臨床心理士)に
よる絵本の読み聞かせです。
終了後はお子さんの発達と心
に関する相談ができます。

【須田憩いと遊びの広場】

（12/9（木））
【乳幼児あそびの広場】

『第十四回営業報告書』から抜粋

社
会
福
祉
費
寄
附
金

▼
石
山
資
雄
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
万
円

加
茂
市
へ

▼
加
茂
箪
笥
協
同
組
合
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
桐
箪
笥
１
棹

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行
政情報アプリ「マチイ
ロ」からもご覧になれ
ます。

スマホ
で
広報誌
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㈰
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㈪
先負
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㈫
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㈬
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㈭
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㈮
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㈯
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㈯
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㈰
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5
㈯
大安

6
㈰
赤口

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・休館（ＢＢＣ）

　休日当番医　中村医院
 　　　　 ☎５２－００９５ 9：00～17：00
・文化財防火デー放水訓練
　　　　　　　　　　　法音寺 8：45から
・市民将棋大会　中央コミセン 9：45から
・加茂新春コンサート～寿ぎの音～
　　　　　　　　産業センター　13：30から

　休日当番医　鷲塚内科医院
 　　　　 ☎５２－２０５４ 9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

　休日当番医　田上診療所
 　　　　 ☎５７－５０１５ 9：00～17：00
・総体　ゲートボール
　　　　　　　　すぱーく加茂 8：30から
　　　　スキー
　　　　冬鳥越スキーガーデン 8：30から
・休館（民俗資料館）

・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・マイナンバーカード出張申請サポート
　　　　　　　下条コミセン　　10：00～16：00
・休館（美人の湯）

・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から

・休館（民俗資料館）

1月・2月

21
赤口

1月

㈮

　
毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。

　
消
防
団
と
消
防
署
で
は
、
地
域
の
文

化
財
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、
放
水
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

　
近
く
に
お
住
ま
い
の
皆
様
に
は
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時

45
分
〜
９
時
20
分

場
　
所
　
法
音
寺
（
下
条
）

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
地
域
消
防
本
部
警

防
課
（
☎
52

－

１
７
７
０
）

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
　
緊
急

通
報
な
ど
に
も
影
響
（
２
月
４
日
）

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
交
換
機
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
工
事
の
た
め
、
２
月
４
日

（
金
）
午
前
１
時
〜
２
時
の
間
で
約
３

分
程
度
、
緊
急
通
報
な
ど
も
含
め
電
話

が
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

文化財防火デー
法音寺で
　　　放水訓練

・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・けんこう栄養相談会（前日までに健康福祉課
　☎内線165へ要予約） 公民館　13：30～16：30
・休館（ＢＢＣ）

・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・消費生活移動相談室　市役所　18：00～21：00
・こころの健康相談会　市役所　18：00～21：00

・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館（民俗資料館）

1
先勝

2月

㈫

月 日 休日当番医 ☎
１／23（日）中村医院 ５２－００９５
30（日）鷲塚内科医院 ５２－２０５４

２／６（日）田上診療所 ５７－５０１５
11（金・祝）さくらクリニック ５２－９５１１
13（日）監物小児科医院 ５２－０８００

ホームページ

市民憲章  第 2 条（健康・安全） 強いからだと心をきたえ　明るく笑顔で暮らします

カ
レ
ン
ダ
ー
・
文
化
財
防
火
デ
ー

・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）
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●
編
集
・
発
行
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　1月1日現在 世帯　10,159 (-8) 人口　25,625  (-29)　
男　12,498  (-14)　女　13,127  (-15)　（　）内は前月比
（12月異動分）出生6 (男6 女0)　死亡29 (男 15 女 14)　転出31　転入25

＃かもぴく＃かもぴく

総務課広報広聴係（☎内線 327）総務課広報広聴係（☎内線 327）

@ker0_chan39

Instagramで「#かもぴく」をつ
けて投稿していただいた中から、
毎月1枚ご紹介します。

　
　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

期
　日

10
月
９
日
（
土
）

会
　場
　
リ
バ
ー
サ
イ
ド
加
茂
グ
ラ
ウ

　
　
　
　
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

【
団
体
の
部
】

▼
一
般
の
部
①
陣
ヶ
峰
Ｂ
②
葵
会
Ａ
③

葵
会
Ｂ

【
個
人
の
部
】

▼
一
般
男
子
の
部
①
中
沢
昌
平
（
陣
ケ

峰
Ｂ
）②
市
之
瀬
博
（
葵
会
Ａ
）③
阿
達

龍
介
（
黒
水
Ａ
）▼
一
般
女
子
の
部
①

第
64
回
　総
体
結
果

西
須
翠
（
岡
ノ
町
Ｂ
）②
藤
田
清
美
（
陣

ケ
峰
Ｂ
）③
牛
膓
良
（
岡
ノ
町
Ａ
）

　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

期
　日

11
月
７
日
（
日
）

会
　場
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
ダ
ブ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
坂
上
勝

志
・
西
方
冬
馬
（
春
一
番
）②
中
村
勝

也
・
矢
部
哲
成
（
春
一
番
）③
石
原
祥

多
・
若
月
大
空
（
Ａ
Ｏ
Ｉ
）▼
高
校
一

般
男
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
中
島
昭
・
矢
部
童

夢
（
春
一
番
）②
阿
部
光
雄
・
小
池
和

也
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）③
佐
藤
倖
大
・
諏
訪
智

子
（
加
茂
農
林
）、
保
坂
裕
一
・
石
原

弘
之
（
あ
ひ
る
の
会
）▼
高
校
一
般
女

子
Ｂ
ク
ラ
ス
①
丸
山
純
子
・
西
方
嗣
美

（
春
一
番
）②
速
水
楓
菜
・
西
山
瑠
奈

（
加
茂
高
）③
青
柳
美
和
子
・
小
池
歩

美
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）、
佐
々
木
智
子
（
Ａ
Ｏ

Ｉ
）・
星
野
千
香
子
（
あ
ひ
る
の
会
）

▼
高
校
一
般
女
子
Ｃ
ク
ラ
ス
①
小
柳
千

紘
（
加
茂
中
）・
田
下
恭
子
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）

②
小
海
す
み
れ
・
佐
藤
千
咲
（
加
茂
農

林
）③
熊
倉
小
梅
・
小
池
凜
華
（
加
茂

農
林
）、
酒
井
愛
依
・
齋
藤
光
伶
（
加

茂
高
）▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｂ
ク
ラ
ス
①
西
方

冬
馬
・
西
方
嗣
美
②
丸
山
崇
志
・
小
池

歩
美
（
Ｋ
Ｂ
Ｓ
）③
志
田
邦
宏
・
丸
山

純
子
（
春
一
番
）▼
ミ
ッ
ク
ス
Ｃ
ク
ラ

ス
①
清
水
一
宏
・
佐
々
木
智
子
（
Ａ
Ｏ

Ｉ
）②
阿
部
光
雄
・
阿
部
恵
（
青
海
ク

ラ
ブ
）③
藤
井
正
樹
・
中
名
林
百
合
子

（
青
海
ク
ラ
ブ
）、
加
藤
幹
夫
・
関
川

淳
子
（
青
海
ク
ラ
ブ
）

【
シ
ン
グ
ル
ス
】

▼
高
校
一
般
男
子
Ａ
ク
ラ
ス
①
矢
部
童

夢
②
矢
部
哲
成
③
若
月
大
空
、
下
村
英

輝
（
春
一
番
）▼
高
校
一
般
男
子
Ｃ
ク

ラ
ス
①
佐
藤
倖
大
②
坂
上
蓮
（
加
茂
農

林
）③
佐
野
世
那
（
加
茂
高
）、
中
山

春
紀
（
加
茂
農
林
）▼
高
校
一
般
女
子

Ｃ
ク
ラ
ス
①
青
柳
心
美
（
葵
中
）②
小

海
す
み
れ
③
小
柳
千
紘
、
齋
藤
光
伶




